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都内中小企業の景況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業況 DI（季節調整済み、「良い」企業割合-「悪い」企

業割合））は▲32（前期は▲33）と、前期並となった。

今後３ヶ月間の見通しでは、今期比 11 ポイント増の 

▲21 と、大幅に改善する見通し。 

 

 

 

令和 4 年 12 月の都内中小企業の業況 DI は、前期から 1 ポイント増の▲32 と、前期並となった。今後 3 ヶ月間の業況

見通し DI では、今期比 11 ポイント増の▲21 と、大幅に改善する見通しとなっている。 

都内中小企業の業況 DI を業種別にみると、小売業（▲51）は 4 ポイント増とやや改善、卸売業（▲28）は 1 ポイント

増、製造業（▲27）は増減なし、サービス業（▲26）は 1 ポイント減といずれも前期並となった。 

なお、仕入価格 DI（仕入単価が「上昇」とした企業割合－「低下」とした企業割合）をみると、小売業（32）は 8 ポイン

ト増と大幅に上昇、製造業（42）は 8 ポイント減、卸売業（30）は 13 ポイント減とともに大幅に下降した。 

販売価格 DI（販売単価が「上昇」とした企業割合－「低下」とした企業割合）をみると、小売業（12）は 7 ポイント増、

サービス業（0）は 6 ポイント増とともに大幅に上昇、製造業（10）は 1 ポイント減と前期並、卸売業（21）は 5 ポイン

ト減とやや下降した。 

今後 3 ヶ月間の業況見通し DI を業種別にみると、すべての業種で改善すると見込まれている。小売業（▲31）は 20 ポ

イント増と極端に改善、サービス業（▲15）は 11 ポイント増、卸売業（▲19）は 9 ポイント増、製造業（▲19）は 8

ポイント増と大幅に改善する見込みとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[注] 

○Ｄ．Ｉ（Diffusion
ディフュージョン

 Index
インデックス

の略） 

 Ｄ．Ｉ（ディーアイ）は、増加（又は「上昇」「楽」など）したと答えた企業割合から、減少（又は「下降」「苦しい」など）した

と答えた企業割合を差引いた数値のことで、不変部分を除いて増加したとする企業と減少したとする企業のどちらかの力が強い

かを比べて時系列的に傾向をみようとするものです。 

○（季節調整済）Ｄ．Ｉ 

 季節調整済とは、各期で季節的な変動を繰り返すＤ．Ｉを過去５年間まで遡り、季節的な変動を除去して加工したＤ．Ｉ値です。

修正値ともいいます。 

○傾向値 

 傾向値は、季節変動の大きな業種（例えば小売業）ほど有効で、過去の推移を一層なめらかにして景気の方向をみる方法です。 

 

 

都内中小企業の景況（令和 4 年 10～12 月期） 

業 況：全体は前期並。小売業でやや改善し、製造業、卸売業、サービス業で前期並。 

見通し：小売業で極端に改善、サービス業、卸売業、製造業では大幅に改善の見通し。 

東京都産業労働局「中小企業の景況調査」より 
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前　期

（R4.9）

今　期

（R4.12）
増　減

今後3ヶ月間

の見通し

製　造　業 ▲ 27 ▲ 27 0 ▲ 19

卸　売　業 ▲ 29 ▲ 28 1 ▲ 19

小　売　業 ▲ 55 ▲ 51 4 ▲ 31

サービス業 ▲ 25 ▲ 26 ▲ 1 ▲ 15

全　　　体 ▲ 33 ▲ 32 1 ▲ 21
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品川区内中小企業の景況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 14 年 2 月に始まった戦後最長の好況の影響からか、品川区の業況 DI は平成 18 年 10 月頃まで

は緩やかながらも回復基調にあった。その後、サブプライム問題が表面化した平成 19 年 7 月頃より業

況 DI は低下が続き、リーマンショック発生から約 1 年後にあたる平成 21 年 7 月～9 月期の業況 DI は

▲74 と、最も悪化した。以後、平成 23 年 3 月の東日本大震災発生直後には再び悪化したものの、回復

の軌跡をたどっていたが、平成 31 年 4 月以降は、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて大きく悪

化し、令和 2 年 4 月～6 月期の業況 DI は▲72 となった。 

今期（令和 4 年 10～12 月期）の業況 DI は▲30 と前期並となり、改善傾向がやや停滞する結果と

なった。 
 

品川区内中小企業の業況 DI 

  
前々期 

（R4. 4～6） 

前期 

（R4. 7～9） 

今期 

（R4.10～12） 

今後 3 ヶ月間 

の見通し 

製 造 業 ▲48 ▲31 ▲45 ▲45 

卸 売 業 ▲50 ▲43 ▲39 ▲39 

小 売 業 ▲32 ▲56 ▲29 ▲23 

サービス業 ▲26 ▲18 ▲16 ▲11 

建 設 業 ▲36 ▲33 ▲44 ▲40 

情報通信業 9 ▲3 ▲2 7 

全  体 ▲32 ▲30 ▲30 ▲26 
 
 

≪最近の景況動向≫ 

今期の品川区内中小企業全体の業況は、前期並となった。来期（今後 3 ヶ月間の見通し）においては、

やや改善する見通しとなっている。業種別にみると、今期は小売業では極端に改善、卸売業でやや改善し

た。サービス業、情報通信業で前期並となり、建設業、製造業で大幅に悪化した。来期は情報通信業で大

幅に改善、小売業、サービス業、建設業でやや改善、卸売業、製造業で今期並となる見込みである。 

経済産業省が取りまとめている鉱工業指数においては、12 月（速報）は生産、出荷、在庫は低下、在

庫率は上昇となった。製造工業生産予測調査では、1 月は前月比 0.0％の横ばい、2 月は 4.1％の上昇を

予測している。なお、総務省統計局が取りまとめている 12 月の消費者物価指数（2020 年=100）は

104.1（中分類総合指数）となっており、前月比（季節調整値）で 0.3％上昇した。  

品川区内中小企業の景況（令和 4 年 10～12 月期） 

業 況：全体の景況感は前期並。小売業で極端に改善、建設業、製造業は極端に悪化。 

見通し：情報通信業は大幅に改善、小売業、サービス業、建設業はやや改善の見込み。 

品川区 業況DI ▲50.1(23.4-6)
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サブプライム問題表面化

品川区 業況DI ▲72.3（R2.4-6）

※小数点第 1 位を四捨五入した数値 
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全 体  
  

業況は前期並となった。売上額は減少幅がかなり拡大し、収益は減少幅がやや拡大した。販売価格は

上昇傾向がかなり強まり、仕入価格は上昇傾向がやや強まった。資金繰りは厳しさがやや増した。  

製 造 業  
  

業況は低調感がかなり強まった。売上額は減少幅が極端に拡大し、収益は減少幅がかなり拡大した。

販売価格は上昇傾向がやや弱まり、原材料価格は上昇傾向がやや強まった。在庫は過剰感がかなり強ま

った。資金繰りは前期並となった。  

卸 売 業  
  

業況はやや改善した。売上額は前期並となり、収益は減少幅がかなり縮小した。販売価格、仕入価格は

ともに上昇傾向がやや弱まった。在庫は前期並となった。資金繰りは厳しさがかなり増した。  

小 売 業  
  

業況は極端に改善した。売上額、収益はともに減少幅が極端に縮小した。販売価格は上昇傾向がかなり

強まり、仕入価格は上昇傾向がやや強まった。在庫、資金繰りはともに前期並となった。  

サービス業  
  

業況はやや改善した。売上額、収益はともに減少幅がかなり拡大した。料金価格、材料価格はともに上

昇傾向がかなり強まった。資金繰りは厳しさがかなり増した。  

建 設 業  
 

 

業況は低調感がかなり強まった。売上額、施工高はともに減少幅がかなり拡大した。収益は減少幅が

極端に拡大した。請負価格は前期並となり、材料価格は上昇傾向がやや強まった。在庫は不足感がやや

改善した。資金繰りは厳しさがやや増した。  

情報通信業  
  

業況はやや改善した。売上額は前期並となり、収益は減少幅がやや縮小した。システム提供価格は上昇

傾向がかなり強まり、人件費は上昇傾向がやや弱まった。資金繰りは厳しさがやや増した。  

各業種別業況の動き（実績）と来期の予測 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

品川区の今期の特徴点 
 

下 降 やや下降 横這い 上 昇 大きく上昇 

景 気 予 報 

大きく下降 やや上昇 
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製 造 業   

（ ）は、前期→今期 

売上・収益の動向と業況判断  

業況（△31→△45）は低調感がかなり強まった。売上額（△17→△37）は減少幅が極端に拡大し、

収益（△31→△40）は減少幅がかなり拡大した。 

なお、全都と比較した当区の業況は 18 ポイント下回っている。 

 

価格・在庫動向  

 販売価格（16→12）は上昇傾向がやや弱まり、原材料価格（79→81）は上昇傾向がやや強まった。

在庫（1→9）は過剰感がかなり強まった。 

 

資金繰り・借入金動向  

 資金繰り（△32→△34）は前期並となり、借入難易度（△1→△12）はかなり悪化した。今期借入れ

をした企業は 30％で前期の 32％から 2 ポイント減少した。 

 

経営上の問題点・重点経営施策  

経営上の問題点は、1 位は「売上の停滞・減少」が 59％、2 位は「原材料高」が 45％、3 位は「工

場・機械の狭小・老朽化」が 27％となった。前期 4 位だった「工場・機械の狭小・老朽化」は、今期 3

位と順位を上げた。 

重点経営施策は、1 位は「販路を広げる」が 62％、2 位は「経費を節減する」が 48％、3 位は「情

報力を強化する」が 31％となった。前期 4 位だった「情報力を強化する」は、今期 3 位と順位を上げ、

令和 3 年 1～3 月期以降で最も高い割合となっている。（39 ページ参照） 

 

来期の見通し  

 業況（△45→△45）は今期並となる見込み。売上額は減少幅がかなり縮小し、収益は減少幅がやや拡

大すると予想されている。 

 

〈製造業〉 品川区と東京都の業況の動き（実績）と来期の予測 
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〈製造業〉 売上額・収益の実績と予想の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈製造業〉業況と売上額、収益、販売価格、原材料価格の動き（実績）と来期の予測 
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〈製造業〉 経営上の問題点（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

〈製造業〉 重点経営施策（％） 
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販路を広げる 経費を節減する 情報力を強化する 新製品・技術を開発する 人材を確保する

期間は、ここだけ変える（他の表の参照先）⇒ R4.1～3月期 R4.4～6月期 R4.7～9月期 R4.10～12月期

第1位 売上の停滞・減少 68.3 % 原材料高 63.2 % 売上の停滞・減少 54.2 % 売上の停滞・減少 58.9 %

第2位 原材料高 51.7 % 売上の停滞・減少 60.5 % 原材料高 51.4 % 原材料高 44.6 %

第3位 仕入先からの値上げ要請 25.0 % 仕入先からの値上げ要請 30.3 % 仕入先からの値上げ要請 27.8 % 工場・機械の狭小・老朽化 26.8 %

第4位 利幅の縮小 13.3 % 人手不足 13.2 % 工場・機械の狭小・老朽化 18.1 % 仕入先からの値上げ要請 21.4 %

人件費以外の経費増加 13.3 % 工場・機械の狭小・老朽化 13.2 %

工場・機械の狭小・老朽化 13.3 %

第5位 人手不足 11.7 % 人件費以外の経費増加 11.8 % 利幅の縮小 15.3 % 利幅の縮小 14.3 %

人件費以外の経費増加 14.3 %

R4.1～3月期 R4.4～6月期 R4.7～9月期 R4.10～12月期

第1位 経費を節減する 50.0 % 販路を広げる 52.6 % 販路を広げる 57.4 % 販路を広げる 62.1 %

第2位 販路を広げる 48.3 % 経費を節減する 40.8 % 経費を節減する 38.2 % 経費を節減する 48.3 %

第3位 情報力を強化する 23.3 % 新製品・技術を開発する 25.0 % 人材を確保する 25.0 % 情報力を強化する 31.0 %

第4位 新製品・技術を開発する 21.7 % 人材を確保する 19.7 % 情報力を強化する 23.5 % 新製品・技術を開発する 29.3 %

第5位 人材を確保する 18.3 % 情報力を強化する 13.2 % 新製品・技術を開発する 19.1 % 人材を確保する 13.8 %

教育訓練を強化する 13.2 %



 

 

7 

 

製造業 業種別動向  
 
（１）電気機械器具 
 

業況（△39→△37）はやや改善した。売上額（△24→△18）、収益（△43→△25）はともに減

少幅がかなり縮小した。販売価格（38→33）は上昇傾向がやや弱まり、原材料価格（82→76）は上

昇傾向がかなり弱まった。資金繰り（△31→△24）は厳しさがかなり和らいだ。 

来期の業況はやや改善すると予想されている。 
 

（２）一般機械器具・金型 
業況（7→△8）は悪化に転じた。売上額（9→△18）、収益（4→△21）は増加から減少に転じ

た。販売価格（18→17）は前期並となり、原材料価格（89→94）は上昇傾向がやや強まった。資

金繰り（△17→△14）は厳しさがやや和らいだ。 

来期の業況はやや改善すると予想されている。 
 

（３）出版・印刷・同関連産業 

業況（△5→△70）は低調感が極端に強まった。売上額（16→△49）は増加から減少に転じ、収益

（△11→△49）は減少幅が極端に拡大した。販売価格（25→△13）は上昇から下降に転じ、原材料

価格（82→76）は上昇傾向がかなり弱まった。資金繰り（△27→△64）は厳しさが極端に増した。 

来期の業況はかなり改善すると予想されている。 
 

（４）金属製品・建設用金属製品・プレスメッキ 

業況（△76→△63）はかなり改善した。売上額（△47→△66）は減少幅がかなり拡大し、収益 

（△64→△59）は減少幅がやや縮小した。販売価格（△13→5）は上昇に転じ、原材料価格（61→

72）は上昇傾向がかなり強まった。資金繰り（△45→△45）は前期並となった。 

来期の業況はかなり改善すると予想されている。 
 

（５）プラスチック製品 

業況（△51→△53）は低調感がやや強まった。売上額（△43→△38）は減少幅がやや縮小し、収

益（△53→△52）は前期並となった。販売価格（14→18）は上昇傾向がやや強まり、原材料価格（82

→94）は上昇傾向がかなり強まった。資金繰り（△47→△24）は厳しさが極端に和らいだ。 

来期の業況は低調感が極端に強まると予想されている。 
  

〈製造業〉業種中分類別の業況の動き（実績）と来期の予測 
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（予測）

電気機械器具 一般機械器具・金型

出版・印刷・同関連産業 金属製品・建設用金属製品・プレスメッキ

プラスチック製品
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製造業 業種別コメント 

 

  
＜電気機械器具＞ 

1. 銅建値の史上最高値および仕入部材全てが値上

げして、価格転嫁が間に合わない状況。大幅な

赤字収支になっている。 

2. 半導体を発注しているが、相変わらず納入に時

間がかかっているため、受注はあるが思うよう

に進まない。 

3. 令和４年１２月をもって廃業。 

4. 今期は季節商品があり売上増加したが、来期は

売上が減少する予想。 

5. 技術継承のため人員採用しているが、良い人材

がいない。 

6. 材料品不足と円安で売上、利益ともに減少傾向。 

 

＜一般機械器具・金型＞ 

1. キャッシュフローが増加しない。事業拡大した

くても実行に移せない。 

2. 昨年に続き、今年度も売上は同じくらいと予想

される。多少の（利益）見込みはあると思う。 

3. 少し落ち着き気味との報道はあるが、半導体不

足により電子系の部材の納期が長期化している

ため、仕掛品が膨らんでいて、組立てスペース

を圧迫している。 

4. 外注せざるを得ない状況がある。 

5. 受注が増えているが退職者が出て人手不足にな

っている。外注企業に依頼するが、価格が折り

合わないこともあり、利益を得ることが難しい

こともある（仕入価格が予想外に高い）。 

6. 収支改善のため、新サービスの顧客獲得に注力

するとともに、新たな資金調達先の獲得も必要。 

7. 特殊材入手困難、ベアリング入手困難が続くた

め生産に支障をきたしてる。 

 

 

 

＜出版・印刷・同関連産業＞ 

1. 規制は解除されたがいまだに新型コロナウイ

ルス感染症が増え続けている状況で、人が集ま

る事に不安があるため、集合研修が実施されず

当社の仕事（研修資料の印刷）が元の状態に戻

らない（例年の３割程度）。 

2. ゴミ問題でペーパーレスが推進されている中、

新型コロナウイルス感染症の影響も重なって

印刷会社は打撃を受けている。 

3. 売上は現状維持だが顧客先の物件数が減って

いる。印刷業界として新しい商品サービスへ切

り替えないと下降方向に向かう（社会のデジタ

ル化の推進）。 

4. 材料がどんどん上がってしまい（特に紙とイン

ク）この先が心配。 

5. 新型コロナウイルス感染症で減った売上が戻

りきっていない。 

6. 得意先からの受注が、上下が激しく予定が立て

にくく安定には程遠い（新型コロナウイルス感

染症の影響はまだまだ回復していない）。 

 

＜金属製品・建設用金属製品・プレスメッキ＞ 

1. 大企業の進出により売上は減少傾向である。 

2. 見通し不明。 

3. コロナ禍前の業績に戻らず、円安の影響を受

けて、減収傾向。 

4. 現状価格でも相手先の指導単価でしている

が、その単価より更に安くする所があると言

われ、材料が２割も上がったのに全然単価値

上を認めてもらえない。仕事が激変している。 

5. 売上停滞、減少。 

6. 大幅な受注減に苦しんでいる。 

 

＜プラスチック製品＞ 

1. ６５歳以上の人材に仕事を続けてもらう方法

があればと思うが、上手くいかない。 

2. 大企業の開発数減少に伴い、売上は減少傾向。 
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（ ）は、前期→今期 

売上・収益の動向と業況判断  

業況（△43→△39）はやや改善した。売上額（△15→△15）は前期並となり、収益（△31→△25）

は減少幅がかなり縮小した。 

なお、全都と比較した当区の業況は 11 ポイント下回っている。 

 

価格・在庫動向  

 販売価格（37→34）、仕入価格（73→68）はともに上昇傾向がやや弱まった。在庫（9→10）は前

期並となった。 

 

資金繰り・借入金動向  

 資金繰り（△11→△23）は厳しさがかなり増し、借入難易度（4→△6）は厳しい状況に転じた。今

期借入れをした企業は 32％で前期の 33％から 1 ポイント減少した。 

 

経営上の問題点・重点経営施策  

経営上の問題点は、１位は「売上の停滞・減少」が 42％、２位は「利幅の縮小」と「仕入先からの値

上げ要請」がともに 34％、３位は「為替レートの変動」が 27％となった。前期 4 位だった「利幅の縮

小」は、今期 2 位と順位を上げた。 

重点経営施策は、１位は「販路を広げる」が 58％、２位は「経費を節減する」が 34％、３位は「人

材を確保する」が 30％となった。前期 4 位だった「人材を確保する」は、今期 3 位と順位を上げ、令

和 3 年 1～3 月期以降で最も高い割合となっている。（41 ページ参照） 

 

来期の見通し  

 業況（△39→△39）は今期並となる見込み。売上額は減少幅がやや縮小し、収益は減少幅がかなり縮

小すると予想されている。 

 

〈卸売業〉 品川区と東京都の業況の動き（実績）と来期の予測 
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品川区

東京都
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〈卸売業〉売上額・収益の実績と予想の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈卸売業〉業況と売上額、収益、販売価格、仕入価格の動き（実績）と来期の予測 
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〈卸売業〉経営上の問題点（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

〈卸売業〉重点経営施策（％） 
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R4.1～3月期 R4.4～6月期 R4.7～9月期 R4.10～12月期

第1位 売上の停滞・減少 67.6 % 売上の停滞・減少 59.3 % 売上の停滞・減少 62.9 % 売上の停滞・減少 42.3 %

第2位 仕入先からの値上げ要請 36.5 % 仕入先からの値上げ要請 39.5 % 仕入先からの値上げ要請 42.9 % 利幅の縮小 33.8 %

仕入先からの値上げ要請 33.8 %

第3位 利幅の縮小 29.7 % 為替レートの変動 32.6 % 為替レートの変動 31.4 % 為替レートの変動 26.8 %

第4位 同業者間の競争の激化 23.0 % 利幅の縮小 26.7 % 利幅の縮小 30.0 % 人手不足 18.3 %

第5位 取引先の減少 18.9 % 同業者間の競争の激化 15.1 % 人手不足 11.4 % 同業者間の競争の激化 15.5 %

為替レートの変動 18.9 % 販売商品の不足 11.4 %

取引先の減少 11.4 %

R4.1～3月期 R4.4～6月期 R4.7～9月期 R4.10～12月期

第1位 販路を広げる 64.9 % 販路を広げる 63.4 % 販路を広げる 66.7 % 販路を広げる 57.5 %

第2位 経費を節減する 40.5 % 経費を節減する 44.1 % 経費を節減する 50.0 % 経費を節減する 34.2 %

第3位 情報力を強化する 27.0 % 情報力を強化する 33.3 % 情報力を強化する 31.9 % 人材を確保する 30.1 %

第4位 品揃えを充実する 20.3 % 新しい事業を始める 16.1 % 人材を確保する 19.4 % 情報力を強化する 26.0 %

第5位 新しい事業を始める 17.6 % 品揃えを充実する 15.1 % 品揃えを充実する 16.7 % 新しい事業を始める 17.8 %

人材を確保する 17.6 %
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卸売業 業種別コメント 

 

 

 

  

1. 先行きは不透明で不安である。 

2. 先行き不透明感が増しており、コスト高騰と相

まって経営が安定しない状況が続いている。 

3. 値上げした商品は売上が半分に。回転率が悪く

値上げしなかったものが売れている。値上げし

なかった商品が無くなった時どうなるか不安が

ある。 

4. 円安の影響と原材料の高騰で商品原価が上がっ

ているが、販売価格に転嫁できていない。 

5. 為替、円安が重荷になっている。 

6. 海外の輸入品の高騰には対応できない。毎月の

ように仕入値が上がり毎月値上げは難しい。売

上が伸びても利益が縮小し先行に不安しかな

い。新型コロナウイルス感染症で借入もあるの

で返済していけるのか不安しか感じられない。 

7. 設備不足によるため、販路拡大に制限がある。 

8. 円安でコスト上昇のため利益がとれない。 

9. 大手企業との価格格差が円安により大きくな

り、企業体力が減少している。 

10. 原料不足で非常に厳しい状況。また輸入業務も

一部行っており、為替円安で一気に輸入商品が

高騰し、中々販売価格改定がスムーズにいかず

非常に厳しい状況にある。 

11. 一次産業の衰退が甚だしい。今後の影響が懸念

される。 

12. 来期以降、仕入原価の上昇がかなり大きくなる

予想。仕入品の製作メーカーが供給独占の状況

のため、当方では価格決定がしづらいのが悩み。

特に来年４月１日以降に大幅値上げ予想のため

計画が立てづらい。 

13. 事業計画の実施が遅れているため売上が上がる

のが遅く、経営を圧迫している。 

14. 円安のダメージが大きい。 

15. 買い控えにより売上増が見込めない。 

16. 町工場の廃業が増えている（高齢、後継ぎ問題）。

それにより売上減少が今後も増えると思う。 

17. 来年３月以降は建築関係の客先が案件を多く抱

えており、主要取引先からの内示があり、売上は

増加する。ただし材料の高騰により利益は下が

ると思う。 

 

 

 

 

18. 外部環境は前期と変わりなく景況感は良いと感

じている。ただ社会状況により商品の納期不確

定並びに仕入価格上昇により収益面での減少が

今後発生してくるのではないかと考えている。 

19. 海外への生産シフト、また海外製品の増加によ

り売上減少傾向が継続している。 

20. 需要は増加傾向であるが、人手不足、現場作業が

重なるため、受注は伸び悩んでいる。 

21. 事業機会の増加と採用の困難。 

22. 例年通りの予想。 

23. 新型コロナウイルス感染症後のペントアップ効

果により増収となっているが、来年の状況が見

えない。 

24. 輸入資材の高騰分を価格に転嫁するも値上げス

ピードが早すぎて転嫁が遅れてしまう。 

25. 粗利を上げる努力により利益の確保に努める。 

26. 来年度の販売価格は改定したが、実質それが受

け入れられ、部品、材料の値上がり、経費の上

昇、為替影響をどこまで吸収できるかは来期４

月以降にならないと見えない。また仕入先にも

中小企業が多く、インボイス制度対応がされる

のか、税額控除に向けた活動が必要。 

27. 円安によりグループ会社が苦戦している。 

28. 扱いが輸入材のみなので、仕入先の値上げ、輸送

コストの大幅な値上げ、また円安の要因から販

売価格値上転嫁、市場の不活性さも重なり、売

上、利益共にダウン。大変厳しい状況である。 

29. 売上の減少が心配。 

30. 令和４年１１月から受注が増加し、売上収益と

もに上向いている。 

31. 販売商品の不足と円安のため、売上が減少して

いる。 

32. 主要取引先から安定して受注を確保している。 

33. 急激な円安長期化によりビジネスモデルの転換

急務。新規事業への取組。経営革新計画の申請。

会社の存在意義の再定義。 

34. 取引先であるエステティックサロンの業状が９

月より増して悪化の傾向が感じられた。１２月

中旬より動き始めた気配はある。 

 



 

 

13 

 

 

小 売 業   

（ ）は、前期→今期 

売上・収益の動向と業況判断  

業況（△56→△29）は極端に改善した。売上額（△24→△2）、収益（△30→△8）はともに減少幅

が極端に縮小した。 

なお、全都と比較した当区の業況は 22 ポイント上回っている。 

 

価格・在庫動向  

 販売価格（26→44）は上昇傾向がかなり強まり、仕入価格（73→76）は上昇傾向がやや強まった。

在庫（15→14）は前期並となった。 

 

資金繰り・借入金動向  

 資金繰り（△16→△15）は前期並となり、借入難易度（△13→△10）はやや改善した。今期借入れ

をした企業は 42％で前期の 19％から 23 ポイント増加した。 

 

経営上の問題点・重点経営施策  

経営上の問題点は、1 位は「売上の停滞・減少」が 56％、2 位は「人手不足」、「仕入先からの値上げ

要請」がともに 37％、3 位は「人件費の増加」が 27％となった。前期 6 位だった「人件費の増加」が

今期 3 位と順位を上げ、令和 3 年 1～3 月期以降で最も高い割合となっている。（43 ページ参照） 

重点経営施策は、1 位は「経費を節減する」が 60％、2 位は「人材を確保する」が 38％、3 位は「宣

伝・広報を強化する」が 31％となった。前期から上位項目に変動はなかったものの、「人材を確保する」

は、令和 3 年 1～3 月期以降で最も高い割合となっている。（43 ページ参照） 

 

来期の見通し  

 業況（△29→△23）はかなり改善する見込み。売上額は増加に転じ、収益は前期並となると予想され

ている。 

 

〈小売業〉 品川区と東京都の業況の動き（実績）と来期の予測 
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 〈小売業〉売上額・収益の実績と予想の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈小売業〉業況と売上額、収益、販売価格、仕入価格の動き（実績）と来期の予測 
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〈小売業〉経営上の問題点（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

〈小売業〉重点経営施策（％） 
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R4.1～3月期 R4.4～6月期 R4.7～9月期 R4.10～12月期

第1位 売上の停滞・減少 86.1 % 売上の停滞・減少 57.4 % 売上の停滞・減少 69.8 % 売上の停滞・減少 56.1 %

第2位 仕入先からの値上げ要請 38.9 % 仕入先からの値上げ要請 48.9 % 仕入先からの値上げ要請 51.2 % 人手不足 36.6 %

仕入先からの値上げ要請 36.6 %

第3位 人手不足 27.8 % 人手不足 40.4 % 人手不足 32.6 % 人件費の増加 26.8 %

第4位 利幅の縮小 16.7 % 人件費の増加 25.5 % 利幅の縮小 20.9 % 利幅の縮小 17.1 %

第5位 人件費の増加 11.1 % 人件費以外の経費の増加 17.0 % 天候の不順 18.6 % 人件費以外の経費の増加 14.6 %

人件費以外の経費の増加 11.1 %

商店街の集客力の低下 11.1 %

R4.1～3月期 R4.4～6月期 R4.7～9月期 R4.10～12月期

第1位 経費を節減する 64.9 % 経費を節減する 55.6 % 経費を節減する 68.3 % 経費を節減する 59.5 %

第2位 品揃えを改善する 37.8 % 人材を確保する 33.3 % 宣伝・広報を強化する 34.1 % 人材を確保する 38.1 %

第3位 人材を確保する 29.7 % 品揃えを改善する 26.7 % 人材を確保する 24.4 % 宣伝・広報を強化する 31.0 %

第4位 新しい事業を始める 18.9 % 宣伝・広報を強化する 24.4 % 品揃えを改善する 22.0 % 品揃えを改善する 21.4 %

売れ筋商品を取扱う 18.9 % 新しい事業を始める 24.4 %

第5位 宣伝・広報を強化する 16.2 % 仕入先を開拓・選別する 15.6 % 売れ筋商品を取扱う 17.1 % 仕入先を開拓・選別する 16.7 %
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小売業 業種別動向  

 

（１）飲食料品 

業況（△40→0）は極端に改善した。売上額（△44→△14）、収益（△36→△15）は減少幅が極

端に縮小した。販売価格（24→42）、仕入価格（65→80）は上昇傾向がかなり強まった。資金繰り

（△20→△15）は厳しさがやや和らいだ。 

来期の業況は低調感がかなり強まると予想されている。 

 

（２）飲食店 

業況（△67→△43）は極端に改善した。売上額（△12→8）、収益（△30→1）はともに増加に転

じた。販売価格（33→54）は上昇傾向が極端に強まり、仕入価格（89→98）は上昇傾向がかなり強

まった。資金繰り（△16→△3）は厳しさがかなり和らいだ。 

来期の業況はかなり改善すると予想されている。 

 

（３）衣服・呉服・身の回り品 

業況（△43→△26）はかなり改善した。売上額（△38→△4）は減少幅が極端に縮小し、収益 

（△30→△11）は減少幅がかなり縮小した。販売価格（13→33）は上昇傾向が極端に強まり、仕入

価格（52→43）は上昇傾向がかなり弱まった。資金繰り（△20→△28）は厳しさがかなり増した。 

来期の業況はかなり改善すると予想されている。 

 

〈小売業〉業種中分類別の業況の動き（実績）と来期の予測 

 

 

 

 

 

 

 

 

-110.0

-90.0

-70.0

-50.0

-30.0

-10.0

10.0

R3

1～3 4～6 7～9 10～12

R4

1～3 4～6 7～9 10～12

R5

1～3

（予測）

飲食料品 飲食店 衣服・呉服・身の回り品



 

 

17 

 

小売業 業種別コメント 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

＜衣服・呉服・身の回り品＞ 

1. 新型コロナウイルス感染症の影響で生活習慣

が変わってしまった。ウクライナ侵攻により

ガソリン代が上昇しコストが上がってしまっ

た。 

2. 若い顧客が増えた。PayPay、クレジットカー

ド等の利用者が増えている。 

3. 自前の店舗である事から、不動産の有効活用

を図る意味でも貸店舗として運用していく事

も検討中。 

4. 店主、従業員、顧客の高齢化。 

5. コロナ禍の下２０２０、２０２１と売上が下

がった。いまだ路面店舗は営業が元に戻らず

厳しい状況が続いている。最近は緩和が見ら

れ多少は良くなっているので来期に期待した

い。 

6. 主力はビジネスシューズだが、コロナ禍でテ

レワーク、セレモニー等、人が集まって何か

をする事が減ってしまい、それが３年も続い

たので、戻るには３年位かかるかもしれない。 

7. 仕入価格の上昇によるスムーズな販売価格の

転嫁が難しい。 

8. 若年層ターゲットである商品。店頭小売の売

上減少。仕入費用の値上がり。 

 

 

＜飲食料品＞ 

1. 仕入が高い。 

2. 売上が減少している。 

3. 原材料費、仕入費用が値上がりしている。給

与アップ、福利厚生を充実しなければならな

い。人手不足のため人材を補充しなければな

らないが、なかなか集まらない。 
 

＜飲食店＞ 

1. お客さんが戻ってこない。 

2. 外国人を含むお客様が増え、増収増益となっ

ているが、仕入費用が値上がり続けているの

で対策が必要。 

3. 仕入費用の値上がり。 

4. 材料費（特に牛肉）、人件費が上がっているが、

昨年の改装により顧客数が増えている。ます

ます味、値段、接客を努力したい。 

5. 人手不足。 

6. 新型コロナウイルス感染症前の水準に戻らな

い。売上は少し戻りつつあるが、まだまだ厳し

い状況。自粛の余波、円安による輸入部品など

の仕入原価が上がっている。 

7. 仕入額、人件費ともに増えている。仕入の値上

がり、人手不足が深刻。機械化や値上げで対

応。 

8. 酒類、食材の大幅な値上げにより原価が上昇

している。少しずつ量を減らす等対策をして

いるが酒類に関しては難しい面もあるので頭

を抱えている。 

9. 行動制限がなくなり、来客数が増え、増収増益

へと回復している。 

10. 少しずつ来店客数が増えるが、原材料の値上

がりが厳しい状況。利益が下がっている。 

11. 水道光熱費の負担が大きく、売価を決める際

無視できなくなっている。 
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サービス業    

（ ）は、前期→今期 

売上・収益の動向と業況判断  

業況（△18→△16）はやや改善した。売上額（0→△10）、収益（△6→△19）はともに減少幅がか

なり拡大した。 

なお、全都と比較した当区の業況は 10 ポイント上回っている。 

 

価格・在庫動向  

 料金価格（12→24）、材料価格（36→53）はともに上昇傾向がかなり強まった。 

資金繰り・借入金動向  

 資金繰り（△12→△19）は厳しさがかなり増し、借入難易度（3→△2）は厳しい状況に転じた。今

期借入れをした企業は 14％で前期の 17％から 3 ポイント減少した。 

 

経営上の問題点・重点経営施策  

経営上の問題点は、1 位は「人手不足」が 48％、2 位は「売上の停滞・減少」が 45％、3 位は「材

料価格の上昇」が 28％となった。前期 5 位だった「材料価格の上昇」が今期 3 位と順位を上げ、令和

3 年 1～3 月期以降で最も高い割合となっている。（45 ページ参照） 

重点経営施策は、1 位は「人材を確保する」が 54％、2 位は「経費を節減する」が 48％、3 位は「販

路を広げる」が 40％となった。前期 3 位だった「人材を確保する」が今期 1 位と順位を上げ、令和 3

年 1～3 月期以降で最も高い割合となっている。（45 ページ参照） 

 

来期の見通し  

業況（△16→△11）はやや改善する見込み。売上額は増加に転じ、収益は減少幅がかなり縮小すると

予想されている。 

 

〈サービス業〉 品川区と東京都の業況の動き（実績）と来期の予測 
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〈サービス業〉 売上額・収益の実績と予想の推移 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈サービス業〉業況と売上額、収益、料金価格、材料価格の動き（実績）と来期の予測 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

-70.0

-60.0

-50.0

-40.0

-30.0

-20.0

-10.0

0.0

10.0

R3

1～3 4～6 7～9 10～12

R4

1～3 4～6 7～9 10～12

R5

1～3

（予測）

売上額実績 収益実績 売上額予想 収益予想

-70.0

-50.0

-30.0

-10.0

10.0

30.0

50.0

R3

1～3 4～6 7～9 10～12

R4

1～3 4～6 7～9 10～12

R5

1～3

（予測）

業況 売上額 収益 料金価格 材料価格



 

 

20 

 

〈サービス業〉経営上の問題点（％） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

〈サービス業〉重点経営施策（％） 
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人材を確保する 経費を節減する 販路を広げる 技術力を強化する 宣伝・広告を強化する

R4.1～3月期 R4.4～6月期 R4.7～9月期 R4.10～12月期

第1位 売上の停滞・減少 63.8 % 売上の停滞・減少 45.7 % 売上の停滞・減少 53.1 % 人手不足 48.4 %

第2位 人手不足 37.9 % 人手不足 43.2 % 人手不足 32.8 % 売上の停滞・減少 45.3 %

第3位 材料価格の上昇 22.4 % 材料価格の上昇 22.2 % 人件費の増加 28.1 % 材料価格の上昇 28.1 %

人件費の増加 22.4 %

第4位 利幅の縮小 19.0 % 同業者間の競争の激化 19.8 % 同業者間の競争の激化 23.4 % 人件費の増加 26.6 %

人件費の増加 19.8 %

第5位 同業者間の競争の激化 17.2 % 利幅の縮小 18.5 % 利幅の縮小 17.2 % 同業者間の競争の激化 17.2 %

材料価格の上昇 17.2 %

R4.1～3月期 R4.4～6月期 R4.7～9月期 R4.10～12月期

第1位 経費を節減する 41.0 % 経費を節減する 48.2 % 経費を節減する 49.2 % 人材を確保する 54.0 %

第2位 人材を確保する 39.3 % 人材を確保する 44.6 % 販路を広げる 47.7 % 経費を節減する 47.6 %

第3位 販路を広げる 34.4 % 販路を広げる 41.0 % 人材を確保する 44.6 % 販路を広げる 39.7 %

第4位 新しい事業を始める 21.3 % 教育訓練を強化する 20.5 % 教育訓練を強化する 16.9 % 技術力を強化する 22.2 %

第5位 技術力を強化する 19.7 % 技術力を強化する 15.7 % 新しい事業を始める 15.4 % 宣伝・広告を強化する 17.5 %

労働条件を改善する 15.4 %
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サービス業 業種別コメント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1. 需要の減少が大きい。 

2. 店舗設備の改善をしたいが、売上停滞など資

金繰りをどうするか。 

3. 来店者が減少傾向、集客に努める。 

4. 会費の値上げを行ったため、売上は増えたが

新型コロナウイルス感染症以降会員増となら

ず、先が見通せない。 

5. 点検、維持修繕を主な業務としており、変化が

少なく安定している。今後も大きな変化はな

いと考える。 

6. 新型コロナウイルス感染症の影響により、製

品納期が長期となり、既存機器の更新作業が

大幅に減少した。そのため既存機器の延命化

作業により、更新作業のマイナス分をカバー

している。 

7. 料金の値下げにともなう下請金額の値下げ対

応が困難で対応が遅れている。 

8. 人材不足、人員の変動が多い。 

9. 最低賃金のアップ、短時間労働者の社会保険

加入、エリア相場賃金の上昇等、人件費の大幅

なアップの他、材料費、配送費、ガソリン代等

の値上がりに対して契約金額の改定が連動し

ていない。企業努力の範囲を超えているため、

今後は解約も辞さないスタンスで値上交渉を

せざるを得ない。また、絶対的な人員不足が続

いている。賃金だけの問題ではなく優秀なス

タッフの採用は非常に難しい。時給アップだ

けでは集まらない。 

10. 電気代の高騰、工事（材料価格）の高騰等。収

益的には足踏みの状況。 

11. 取引先が既存の企業で固定化してしまってい

る。新規取引先の開拓が今後の課題。 

12. 人材不足が大きい。 

13. 材料、仕入費用の上昇。 

14. 今期は前半で新型コロナウイルス感染症の影

響を受けていたが、イベント実施が徐々に増

えてきたので来期は売上および収益は安定し

ていく予想。 

 

15. パート従業員が多く、最低賃金の上昇、食材費

の値上げで採算が悪化。売価に価格転嫁できて

いるのは、一部のクライアントのみとなり、大

半ができていないので厳しい状況が続く。 

16. 円安による売上収益増。 

17. 大幅売上につなげるために新商品やｗｅｂ等

で行えるシステムを構築したいが資金的に厳

しい。システム開発：客先が大幅減少したので

新規開拓中。案件確保まで難しく金額も減少。 

18. 人員が全員稼働し計画通りの収入収益となっ

た。新型コロナウイルス感染症は続いているが

９月頃から引き合いが増加。 

19. イベント事業自体は動き始めたが、人絡みの案

件は少ない傾向がある。 

20. ブランドは確立。受給が間に合っていない。 
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建 設 業   

（ ）は、前期→今期 

売上・収益の動向と業況判断  

業況（△33→△44）は低調感がかなり強まった。売上額（△26→△39）、施工高（△21→△30）

はともに減少幅がかなり拡大した。収益（△26→△49）は減少幅が極端に拡大した。 

 

価格・在庫動向  

 請負価格（△18→△17）は前期並となり、材料価格（76→78）は上昇傾向がやや強まった。在庫 

（△4→△1）は不足感がやや改善した。 

 

資金繰り・借入金動向  

 資金繰り（△27→△31）は厳しさがやや増し、借入難易度（△4→△3）は前期並となった。今期借

入れをした企業は 39％で前期の 35％から 4 ポイント増加した。 

 

経営上の問題点・重点経営施策  

経営上の問題点は、1 位は「材料価格の上昇」が 54％、2 位は「売上の停滞・減少」が 46％、3 位

は「人手不足」が 45％となった。前期から上位項目に変動はなかったものの、「人手不足」は、令和 3

年 1～3 月期以降で最も高い割合となっている。（47 ページ参照） 

重点経営施策は、1 位は「経費を節減する」が 50％、2 位は「人材を確保する」が 47％、3 位は「販

路を広げる」が 39％となった。前期 2 位だった「技術力を高める」が、今期 4 位と順位を下げた。 

 

来期の見通し  

 業況（△44→△40）はやや改善する見込み。売上額は今期並となり、収益は減少幅がやや縮小すると

予想されている。 

 

〈建設業〉 品川区の業況の動き（実績）と来期の予測 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 東京都の景況調査では建設業の調査は実施されていないため、全都の建設業の業況は表示していない。 

<<前期>> <<今期>> <<来期>>
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〈建設業〉売上額・収益の実績と予想の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈建設業〉業況と売上額、収益、請負価格、材料価格の動き（実績）と来期の予測 
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業況 売上額 収益 請負価格 材料価格
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〈建設業〉経営上の問題点（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

〈建設業〉重点経営施策（％） 
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経費を節減する 人材を確保する 販路を広げる 技術力を高める 情報力を強化する

R4.1～3月期 R4.4～6月期 R4.7～9月期 R4.10～12月期

第1位 材料価格の上昇 54.7 % 材料価格の上昇 56.7 % 材料価格の上昇 63.3 % 材料価格の上昇 53.6 %

第2位 売上の停滞・減少 45.3 % 売上の停滞・減少 53.6 % 売上の停滞・減少 53.2 % 売上の停滞・減少 46.4 %

第3位 人手不足 38.7 % 利幅の縮小 35.1 % 人手不足 35.4 % 人手不足 44.9 %

第4位 利幅の縮小 33.3 % 人手不足 34.0 % 利幅の縮小 30.4 % 利幅の縮小 27.5 %

第5位 同業者間の競争の激化 18.7 % 下請の確保難 16.5 % 同業者間の競争の激化 12.7 % 下請の確保難 23.2 %

技術力の不足 12.7 %

R4.1～3月期 R4.4～6月期 R4.7～9月期 R4.10～12月期

第1位 人材を確保する 50.0 % 人材を確保する 46.5 % 経費を節減する 40.5 % 経費を節減する 50.0 %

人材を確保する 40.5 %

第2位 経費を節減する 38.2 % 経費を節減する 41.4 % 技術力を高める 29.1 % 人材を確保する 47.2 %

第3位 販路を広げる 35.5 % 技術力を高める 31.3 % 販路を広げる 27.8 % 販路を広げる 38.9 %

第4位 情報力を強化する 25.0 % 販路を広げる 27.3 % 情報力を強化する 25.3 % 技術力を高める 18.1 %

技術力を高める 25.0 %

第5位 教育訓練を強化する 14.5 % 情報力を強化する 20.2 % 教育訓練を強化する 15.2 % 情報力を強化する 13.9 %

教育訓練を強化する 13.9 %
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建設業 業種別コメント 

 

 

 

 

 
 
 

 

  

1. 受注の減少、人手不足。 

2. 受注量の不足、材料代の値上げなどの要素が

経営を難しくしている。 

3. 顧客の減少。 

4. 金融機関からの借入が難しいため、運転資金

に困っている。 

5. 建設業を営んでいるが、下請の職人さん（大

工）が不足していて困っている。 

6. 本来の事業である大工工事、測量工事は現在

行っていない。大手ゼネコンに工務管理で派

遣している（従業員が退職するまで）。 

7. 売上が停滞気味である。若干人手不足になっ

ている。 

8. 受注減少したままで増収が見込めない。 

9. 受注減で売上が減少している。 

10. 資材高騰分を転嫁出来ない。 

11. 材料価格が上がっているが、来年も今以上に

上がるのかわからない。見積を出しても、数

か月後には材料が上がっているというケー

スも多い。 

12. とにかく人手不足。 

13. 建築材料の高騰にて材工での見積、契約が難

しくなっている。人材確保のため、労働賃金、

賞与等の賃金アップの検討をする。 

14. 相変わらず材料の入手困難。価格上昇が続い

ている。 

15. 受注増、単価減、仕事量増だが人手不足。 

16. 資材の値上げに対して売上に反映できず、収

益が減少。職人の確保難。 

17. 需要は増えているが、細かな受注で利益が多

少減。 

18. 案件数は増加。ただし仕入費用、人件費増に

より利益は伸び悩み。 

19. 新規採用ができず人手不足になっている。 

20. 慢性的な人手不足。材料費値上がりの対策。 

21. 受注増の中、採用ができずに人手不足になっ

ている。 

22. 新型コロナウイルス感染症の影響で資材の

入荷が遅れている。 

23. 受注は増加しているが、利幅が少ない種別な

ので資金繰りに気を付けて経営している。人

員不足で入社しても即戦力ではないので、人

件費が重たい。 

24. ＩＴ化に伴う、他社との差別化の速度が遅

い。 

25. 前期と比較して利益が増えたが、これは一時

的なもの。引き合いはあるが人手不足で断っ

ている。 

26. 資材の遅れが甚だしい。 

27. 売上の安定を保つためにも、仕事内容も幅広

く受け入れ、新しい体制を持ちながらチャレ

ンジしていく。 

28. 案件は多いが、人手不足により受注出来な

い。 

29. 仕事が集中してしまい人手不足で対応（受

注）できない。 

30. 材料価格の上昇、工期延伸。 

31. 需要は増えているが、人手が追いつかない。 

32. 仕事がない時は、技術力を高めるため、資格

をとるための勉強をしていた。 

33. 今年度をもって廃業。 

34. 受注予定が先伸びとなっている。 

35. 人材確保ができていない。 

36. 受注確保と原価管理の徹底を行い利益確保

していく。 

37. 材料、経費すべてにおいて物価、価格の急上

昇。当社販売価格に転嫁出来ていない。 
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情報通信業    

（ ）は、前期→今期  

売上・収益の動向と業況判断  

業況（△3→△2）はやや改善した。売上額（3→3）は前期並となり、収益（△9→△5）は減少幅が

やや縮小した。 

 

価格動向  

 システム提供価格（0→16）は上昇傾向がかなり強まり、人件費（27→23）は上昇傾向がやや弱まっ

た。 

 

資金繰り・借入金動向  

 資金繰り（△3→△5）は厳しさがやや増し、借入難易度（0→△12）はかなり悪化した。今期借入れ

をした企業は 14％で前期の 28％から 14 ポイント減少した。 

 

経営上の問題点・重点経営施策  

経営上の問題点は、1 位は「人手不足」が 58％、2 位は「売上の停滞・減少」が 32％、3 位は「人

件費の増加」が 19％となった。前期 4 位だった「売上の停滞・減少」が今期２位と順位を上げた。 

重点経営施策は、1 位は「人材を確保する」が 63％、2 位は「販路を広げる」が 50％、3 位は「教

育訓練を強化する」が 28％となった。前期 5 位だった「教育訓練を強化する」が今期 3 位と順位を上

げた。 

 

来期の見通し  

業況（△2→7）は好転する見込み。売上額は増加幅がかなり拡大し、収益は増加に転じると予想され

ている。 

 

〈情報通信業〉 品川区の業況の動き（実績）と来期の予測 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 東京都の景況調査では情報通信業の調査は実施されていないため、全都の情報通信業の業況は表示していない。 

<<前期>> <<今期>> <<来期>>
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〈情報通信業〉 売上額・収益の実績と予想の推移 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈情報通信業〉業況と売上額、収益、システム提供価格、人件費の動き（実績）と来期の予測 
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業況 売上額 収益 システム提供価格 人件費
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〈情報通信業〉経営上の問題点（％） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

〈情報通信業〉重点経営施策（％） 
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R4.1～3月期 R4.4～6月期 R4.7～9月期 R4.10～12月期

第1位 人手不足 40.0 % 人手不足 48.4 % 人手不足 58.1 %

第2位 売上の停滞・減少 33.3 % 人件費の増加 41.9 % 売上の停滞・減少 32.3 %

第3位 技術力の不足 26.7 % 技術力の不足 38.7 % 人件費の増加 19.4 %

第4位 人件費の増加 24.4 % 売上の停滞・減少 35.5 % 同業者間の競争の激化 16.1 %

人件費以外の経費の増加 16.1 %

第5位 同業者間の競争の激化 20.0 % 利幅の縮小 19.4 % 技術力の不足 12.9 %

人件費以外の経費の増加 20.0 %
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R4.1～3月期 R4.4～6月期 R4.7～9月期 R4.10～12月期

第1位 人材を確保する 54.3 % 販路を広げる 58.6 % 人材を確保する 62.5 %

第2位 販路を広げる 50.0 % 人材を確保する 51.7 % 販路を広げる 50.0 %

技術力を強化する 50.0 %

第3位 新しい事業を始める 23.9 % 技術力を強化する 44.8 % 教育訓練を強化する 28.1 %

第4位 教育訓練を強化する 21.7 % 新しい事業を始める 27.6 % 技術力を強化する 25.0 %

第5位 経費を節減する 15.2 % 教育訓練を強化する 24.1 % 新しい事業を始める 15.6 %

宣伝・広告を強化する 15.2 %

提携先を見つける 15.2 %
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情報通信業 業種別コメント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1. 需要は増えているが、見合うスキルを持つ技

術者がいない。 

2. 微増の状態で推移している。人材確保が課題。 

3. 事業拡大のため。 

4. 需要に対する適正な人材確保が出来ず成約数

が伸び悩んでいる。経験者の採用が出来ずに

社内体制の維持、強化が出来ない。 

5. 顧客等の投資抑制に伴う売上の停滞。 

6. 弊社の技術内容が低下している。また新技術

に対しての取組が弱い。 

7. 投資有価証券に含み損をかかえており、業績

を圧迫している。 

8. 専門技術分野の人材採用が厳しい状況。あら

ゆる要因を分析している。 

9. 人材が不足しているが他は特に問題ない。 

10. 人材不足。 

 

 

 

 

11. 仕事は増えているが、人手不足（ＳＥ不足）で

売上が増やせない状況。 

12. 採用があまりできずに人手不足となっている。 

13. 請負、派遣料金の価格交渉において過去と比較

してアップ率が低くなっており、売上、収益に

直結する状況である。 

14. 従来とあまり変わらない（為替レート除く）。 

15. 従業員の高齢化による退社で担当している仕

事がなくなる。それを補う事業を育てている途

中。 

16. 主たる事業売上自体は順調に伸びているが、今

期は更なる成長のためにテレビＣＭ等のマー

ケティング施策に投資しているため、利益は減

少している。エンジニアの採用が現在の課題。 

17. サーバー、ネットワーク機器の価格が上がり、

設備投資コストが増加傾向にある。 
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東京都と品川区の企業倒産動向（令和 4年 12月） 

（「良い」－「悪い」・％ポイント） （％ポイント） [需給・在庫・価格判断] 

[売上高・収益計画] （前年度比・％） 

（注）修正率・幅は、前回調査との対比。 

１.東京都の倒産概況 

 

２.原因別倒産動向 

 

４.品川区内の令和 4年 12 月の倒産動向 

 

日銀短観 

３.業種別倒産動向 

[調査対象企業数] 

 

[業況判断] 

 

 東京都の倒産概況  
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令和4/7 8 9 10 11 12

（億円）
（件数）

倒産件数

負債額

（2022 年 12 月調査） 

 
 

製造業 非製造業 合計 回答率

全 国 企 業 3,793社 5,442社 9,235社 99.4%

うち大 企 業 959社 856社 1,815社 99.5%

中堅企業 1,006社 1,568社 2,574社 99.4%

中小企業 1,828社 3,018社 4,846社 99.4%

 （参考）事業計画の前提となっている想定為替レート（全規模・全産業）

上期 下期 上期 下期

2022年9月調査 ― ― ― 125.71 124.98 126.43

2022年12月調査 ― ― ― 130.75 129.19 132.31

2022年9月調査 ― ― ― 134.15 134.01 134.29

2022年12月調査 ― ― ― 136.51 136.09 136.93

円/
ﾄﾞﾙ

円/
ﾕｰﾛ

2021年度 2022年度

 

変化幅 変化幅

製　造　業 8 9 7 -1 6 -1
非製造業 14 11 19 5 11 -8

全　産　業 11 11 13 2 8 -5

製　造　業 0 -4 1 1 -2 -3
非製造業 7 2 11 4 6 -5

全　産　業 4 0 7 3 3 -4

製　造　業 -4 -5 -2 2 -5 -3

非製造業 2 -3 6 4 -1 -7
全　産　業 0 -4 4 4 -2 -6

製　造　業 0 -1 2 2 -2 -4

非製造業 5 1 10 5 3 -7
全　産　業 3 1 6 3 1 -5

大企業

2022年9月調査

中堅企業

中小企業

先行き

全規模合計

最近 先行き 最近

2022年12月調査

 
修正率 （計画） 修正率

製造業 10.2 ― 11.3 2.6
国内 5.8 ― 9.9 1.9

輸出 20.4 ― 14.0 4.0

非製造業 2.6 ― 9.6 2.5

全産業 5.9 ― 10.3 2.5

製造業 9.5 ― 8.6 0.1

非製造業 -1.8 ― 5.5 0.8
全産業 1.0 ― 6.3 0.6

製造業 7.6 ― 4.2 0.6

非製造業 3.0 ― 3.5 0.6

全産業 4.0 ― 3.7 0.6

製造業 9.7 ― 9.6 1.9

非製造業 1.6 ― 6.7 1.5
全産業 4.3 ― 7.7 1.6

2022年度

中小企業

全規模合計

2021年度

大企業

中堅企業

 

変化幅 変化幅

製造業 -10 -12 -12 -2 -12 0

うち素材業種 -15 -17 -17 -2 -18 -1

     加工業種 -7 -9 -7 0 -9 -2

非製造業 -10 -12 -9 1 -12 -3

製造業 -3 -4 -6 -3 -8 -2

うち素材業種 -12 -12 -14 -2 -14 0

     加工業種 2 1 -1 -3 -3 -2

製造業 12 14 2

うち素材業種 17 18 1

     加工業種 9 11 2

製造業 7 9 2

うち素材業種 14 17 3

     加工業種 3 3 0

製造業 37 43 38 1 41 3

うち素材業種 45 44 41 -4 42 1

     加工業種 33 42 37 4 41 4

非製造業 23 31 26 3 30 4

製造業 77 74 76 -1 70 -6

うち素材業種 74 69 69 -5 62 -7

     加工業種 80 77 81 1 77 -4

非製造業 59 63 60 1 61 1

2022年12月調査

仕入価格判断

（「上昇」－「下落」）

中小企業

国内での製商品・

サービス需給判断

（「需要超過」－

「供給超過」）

海外での製商品

需給判断

（「需要超過」－

「供給超過」）

製商品在庫

水準判断

（「過大」－「不足」）

最近 先行き

2022年9月調査

製商品流通在庫

水準判断

（「過大」－「不足」）

販売価格判断

（「上昇」－「下落」）

最近 先行き

（単位：件・億円）

前月比 前年同月比

件　数 85 118 90 ▲ 28 5

金　額 393 197 226 29 ▲ 167

令和3年12月 令和4年11月 令和4年12月

8 10.2 1 0.1 6 16.5 12 158.4 61 40.4

0 0.0 2 0.6 0 0.0 0 0.0 0 0.0

（単位：件・億円）

放漫経営 過小資本 他社倒産の余波 既住のしわよせ 販売不振

売掛金回収難 信用性低下 在庫状態悪化 設備投資過大 その他

（単位：件・億円）

前年同月 前月 当月 前年同月 前月 当月
製造業 9 8 9 25 6 19

卸売業 16 30 15 273 134 12
小売業 9 8 11 4 8 145
サービス業 14 33 22 57 31 10

建設業 15 10 8 14 3 6
不動産業 5 2 6 2 0 2
情報通信業・運輸業 9 18 10 8 4 20

宿泊業,飲食サービス業 6 7 5 2 10 8
その他 2 2 4 8 0 5

合計 85 118 90 393 197 226

件数 金額

業　種 件　数 負債総額
製造業 0 件 0百万円
卸売業 1 件 54百万円
小売業 0 件 0百万円

サービス業 0 件 0百万円
建設業 0 件 0百万円

不動産業 0 件 0百万円
情報通信業・運輸業 0 件 0百万円

宿泊業,飲食サービス業 0 件 0百万円
その他 0 件 0百万円
合計 1 件 54百万円
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特別調査「円安・原材料価格変動および賃上げの実施予定について」 

 

① 円安・原材料価格変動の影響は、『悪い影響を受けている』がそれぞれ 6 割超 

② 円安・原材料価格変動の対策は、「円安や原材料の価格変動に伴う販売価格への転嫁」が 45.6％で最多  

③ 価格転嫁の状況は、「一部価格転嫁できている（8 割以上）」が 15.2％で最多 

④ 令和 5 年度の賃上げは、「賃上げを予定していない」が 52.5％ 

⑤ 賃上げの内容は、「定期昇給」が 69.9％で最多 

⑥ 賃上げを実施しない理由は、「景気の見通しが不透明」が 57.5％で最多 

問１．円安・原材料価格変動の影響 

円安の影響による収益の見込みについては、『悪い影響を受けている※1』が 62.6％、「変わらない」が

33.3％、『良い影響を受けている※2』が 4.1％となっている。 

業種別にみると、小売業では『悪い影響を受けている』が 9割超となり、他の業種よりも高くなってい

る。サービス業と情報通信業では「変わらない」が 5割を超え、他の業種よりも高くなっている。 

原材料価格変動の影響による収益の見込みについては、『悪い影響を受けている※1』が 76.2％、「変わ

らない」が 20.9％、『良い影響を受けている※2』が 3.0％となっている。 

業種別にみると、サービス業と情報通信業を除いた業種で『悪い影響を受けている』が 7割超と高く、

情報通信業では「変わらない」が 6割超となり、他の業種よりも回答割合が高くなっている。 
 
※1「悪い影響を受けている」と「やや悪い影響を受けている」を合算したもの。 
※2「良い影響を受けている」と「やや良い影響を受けている」を合算したもの。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

26.3

36.3

33.3

3.2

0.9

36.5

39.7

20.9

2.4

0.6

0 10 20 30 40

悪い影響を受けている

やや悪い影響を受けている

変わらない

やや良い影響を受けている

良い影響を受けている 円安の影響 全体（339）件
原材料価格変動の影響 全体（340）件

（％）（％）

円安の影響 （単位：％）

悪い影響を
受けている

やや悪い影響を
受けている

変わらない
やや良い影響を
受けている

良い影響を
受けている

全　　体（339）件 26.3 36.3 33.3 3.2 0.9

製　造　業（56）件 35.7 35.7 23.2 5.4 0.0

卸　売　業（74）件 40.5 35.1 20.3 4.1 0.0

小　売　業（42）件 42.9 47.6 7.1 2.4 0.0

サービス業（64）件 9.4 31.3 56.3 1.6 1.6

建　設　業（70）件 18.6 44.3 32.9 1.4 2.9

情報通信業（33）件 6.1 18.2 69.7 6.1 0.0

原材料価格変動の影響 （単位：％）

悪い影響を
受けている

やや悪い影響を
受けている

変わらない
やや良い影響を
受けている

良い影響を
受けている

全　　体（340）件 36.5 39.7 20.9 2.4 0.6

製　造　業（58）件 48.3 39.7 6.9 5.2 0.0

卸　売　業（72）件 44.4 45.8 8.3 1.4 0.0

小　売　業（41）件 61.0 29.3 7.3 2.4 0.0

サービス業（64）件 14.1 42.2 40.6 3.1 0.0

建　設　業（72）件 38.9 43.1 13.9 1.4 2.8

情報通信業（33）件 6.1 27.3 66.7 0.0 0.0
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 問２．円安・原材料価格変動の対策 

円安・原材料価格変動の対策については、全体では「円安や原材料の価格変動に伴う販売価格への転嫁」

が 45.6％と最も多く、次いで「人件費以外のコストの節減」が 17.9％、「情報収集の強化」が 17.6％と

なっている。また、「特にない」は 30.6％と、対策を行っていない割合も高くなっている。 

業種別では、サービス業と情報通信業を除いた業種では「円安や原材料の価格変動に伴う販売価格への

転嫁」が最も高く、サービス業と情報通信業では「特にない」が最も高くなっている。また、卸売業では

「生産や在庫等の調整」が 25.7％、小売業では「代替品への切り替え」が 29.3％と、他の業種と比較し

て高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

45.6

17.6

4.4

17.9

11.8

9.4

13.8

12.6

30.6

0.9

0 10 20 30 40 50

円安や原材料の価格変動に伴う販売価格への転嫁

情報収集の強化

人件費の削減

人件費以外のコストの節減

生産や在庫等の調整

資金調達

代替品への切り替え

調達先の変更

特にない

その他

（％）

n=340

（単位：％）

円安や原材料の
価格変動に伴う

販売価格への転嫁

情報収集の
強化

人件費の削減
人件費以外のコ

ストの節減
生産や在庫等の

調整
資金調達

代替品への
切り替え

調達先の変更 特にない その他

全　　体（340）件 45.6 17.6 4.4 17.9 11.8 9.4 13.8 12.6 30.6 0.9

製　造　業（57）件 61.4 17.5 7.0 21.1 17.5 8.8 19.3 12.3 17.5 3.5

卸　売　業（74）件 67.6 21.6 1.4 16.2 25.7 12.2 12.2 14.9 16.2 0.0

小　売　業（41）件 61.0 26.8 9.8 17.1 17.1 7.3 29.3 22.0 22.0 0.0

サービス業（64）件 28.1 14.1 3.1 17.2 1.6 9.4 3.1 7.8 46.9 0.0

建　設　業（71）件 35.2 15.5 4.2 21.1 4.2 11.3 18.3 15.5 28.2 1.4

情報通信業（33）件 6.1 9.1 3.0 12.1 0.0 3.0 0.0 0.0 69.7 0.0
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問３．価格転嫁の状況 

価格転嫁の状況については、「一部価格転嫁できている（8割以上）」が 15.2％と最も多く、次いで「分

からない」が 14.3％、「一部価格転嫁できている（2割以上 5割未満）」が 14.0％と続いた。 

業種別では、『価格転嫁できている』と回答した割合は卸売業が 83.9％と最も高く、次いで小売業が

76.1％、製造業が 67.7％と続いた。また、卸売業と情報通信業を除いた業種では「全く価格転嫁できて

いない」が 1割半ばとなっている。情報通信業では「コストは上昇したが、価格転嫁するつもりはない」、

「コストは上昇していない」、「分からない」がそれぞれ 2割超となり、サービス業と建設業でも「分から

ない」が 2割を超え、他の業種と比較して高くなっている。 

 
※ 『価格転嫁できている』は、「すべて価格転嫁できている」、「一部価格転嫁できている（8割以上）」、「一

部価格転嫁できている（5 割以上 8 割未満）」、「一部価格転嫁できている（2 割以上 5 割未満）」、「一部
価格転嫁できている（2割未満）」を合わせたもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8.8

15.2

13.5

14.0

10.2

10.5

7.3

6.1

14.3

0 10 20

すべて価格転嫁できている

一部価格転嫁できている（8割以上）

一部価格転嫁できている（5割以上8割未満）

一部価格転嫁できている（2割以上5割未満）

一部価格転嫁できている（2割未満）

全く価格転嫁できていない

コストは上昇したが、価格転嫁するつもりはない

コストは上昇していない

分からない

（％）

n=342

（単位：％）

円安や原材料
の価格変動に

伴う販売価格
への転嫁

一部価格転嫁

できている

（8割以上）

一部価格転嫁
できている

（5割以上8割
未満）

一部価格転嫁
できている

（2割以上5割
未満）

一部価格転嫁

できている

（2割未満）

全く価格転嫁

できていない

コストは上昇
したが、価格

転嫁するつも
りはない

コストは上昇

していない
分からない

全　　体（342）件 8.8 15.2 13.5 14.0 10.2 10.5 7.3 6.1 14.3

製　造　業（59）件 6.8 16.9 18.6 18.6 6.8 13.6 6.8 0.0 11.9

卸　売　業（74）件 17.6 23.0 20.3 14.9 8.1 2.7 8.1 1.4 4.1

小　売　業（42）件 7.1 31.0 9.5 19.0 9.5 14.3 4.8 4.8 0.0

サービス業（64）件 9.4 4.7 12.5 9.4 7.8 12.5 6.3 14.1 23.4

建　設　業（71）件 4.2 8.5 11.3 16.9 19.7 12.7 1.4 2.8 22.5

情報通信業（32）件 3.1 9.4 0.0 0.0 6.3 9.4 25.0 21.9 25.0
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問４．令和 5 年度の賃上げ 

令和 5 年度の賃上げについては、「賃上げを予定している」が 47.5％、「賃上げを予定していない」が

52.5％となった。 

業種別にみると、卸売業、サービス業、情報通信業では「賃上げを予定している」が 5割超となった。

製造業、小売業、建設業では「賃上げを予定していない」が 5 割超となり、建設業では 63.9％と最も高

くなっている。 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

問５．賃上げの内容 

賃上げの内容については、「定期昇給」が 69.9％と最も高く、次いで「賞与（一時金）の増額」が 29.4％、

「ベースアップ」が 25.2％となっている。 

業種別にみると、すべての業種で「定期昇給」が 5割超と高くなっている。卸売業、サービス業、建設

業では「賞与（一時金）の増額」が 3 割超となり、「ベースアップ」はいずれも 2 割半ばとなっている。 

 

 

 

 

  

（単位：％）

定期昇給 ベースアップ
賞与（一時金）の

増額

新卒者の初任給の

増額

再雇用者の賃金の

増額
その他

全　　体（163）件 69.9 25.2 29.4 6.7 4.9 1.2

製　造　業（27）件 66.7 22.2 22.2 0.0 11.1 0.0

卸　売　業（38）件 73.7 23.7 34.2 2.6 5.3 2.6

小　売　業（17）件 64.7 29.4 11.8 11.8 11.8 0.0

サービス業（34）件 58.8 23.5 38.2 8.8 2.9 2.9

建　設　業（26）件 76.9 26.9 30.8 3.8 0.0 0.0

情報通信業（21）件 81.0 28.6 28.6 19.0 0.0 0.0

賃上げを予定

している

47.5%

賃上げを予定

していない

52.5%

n=343

69.9

25.2

29.4

6.7

4.9

1.2

0 10 20 30 40 50 60 70

定期昇給

ベースアップ

賞与（一時金）の増額

新卒者の初任給の増額

再雇用者の賃金の増額

その他

（％）

n=163

（単位：％）

賃上げを予定

している

賃上げを予定

していない

全　　体（343）件 47.5 52.5

製　造　業（58）件 46.6 53.4

卸　売　業（75）件 50.7 49.3

小　売　業（41）件 41.5 58.5

サービス業（64）件 53.1 46.9

建　設　業（72）件 36.1 63.9

情報通信業（33）件 63.6 36.4
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問６．賃上げを実施しない理由 

賃上げを実施しない理由については、「景気の見通しが不透明」が 57.5％と最も高く、次いで「業績低

迷」が 53.1％、「人件費増加の抑制」が 16.8％となっている。 

業種別にみると、卸売業、サービス業、建設業では「景気の見通しが不透明」、製造業と小売業では「業

績低迷」、情報通信業では「人件費増加の抑制」がそれぞれ最も高くなっている。特に卸売業と製造業で

は 7割を超え、他の業種と比較して高くなっている。 

   

（単位：％）

景気の見通し

が不透明
業績低迷

人件費増加の

抑制

賃上げより福

利厚生の充実
その他

全　　体（179）件 57.5 53.1 16.8 3.4 4.5

製　造　業（30）件 43.3 73.3 13.3 0.0 0.0

卸　売　業（37）件 75.7 56.8 5.4 0.0 5.4

小　売　業（24）件 50.0 58.3 25.0 8.3 4.2

サービス業（30）件 60.0 46.7 23.3 6.7 0.0

建　設　業（46）件 63.0 47.8 13.0 0.0 8.7

情報通信業（12）件 25.0 16.7 41.7 16.7 8.3

57.5

53.1

16.8

3.4

4.5

0 10 20 30 40 50 60 70

景気の見通しが不透明

業績低迷

人件費増加の抑制

賃上げより福利厚生の充実

その他

（％）

n=179
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中小企業景況調査 比較表・転記表 
 

 

品川区 中小企業景況調査 比較表   令和 4 年 10 月～12 月期 

 

 

 

製 造 業 

 [今期の景況]
全体 電気機械器具 一般機械器具・

金型
出版・印刷・
同関連産業

金属製品・建設
用金属製品・
プレスメッキ

プラスチック製品

-45 -37 -8 -70 -63 -53

-37 -18 -18 -49 -66 -38

-27 -10 -4 -45 -44 -33

-40 -25 -21 -49 -59 -52

12 33 17 -13 5 18

81 76 94 76 72 94

9 12 17 1 0 5

-34 -24 -14 -64 -45 -24

残業時間 -23 -13 0 -54 -18 -30

人手 5 -7 -27 33 9 20

売上額 -37 0 18 -54 -83 -70

収益 -46 -13 -9 -54 -83 -80

①売上の停滞・減少 59 33 33 92 80 60

②工場・機械の狭小・老朽化 27 13 56 42 10 20

③利幅の縮小 14 33 0 17 10 0

④同業者間の競争の激化 4 7 0 0 10 0

⑤人手不足 13 13 22 8 10 10

①経費を節減する 48 47 36 39 60 67

②販路を広げる 62 47 46 77 60 89

③情報力を強化する 31 27 36 23 40 33

④新製品・技術を開発する 29 47 46 23 10 11

⑤人材を確保する 14 33 9 8 10 0

-12 7 -9 -23 -33 0

[来期の景況見通し]

-45 -34 -6 -62 -51 -77

-29 -4 -6 -34 -42 -71

-34 -17 -34 -25 -38 -57

-42 -29 -16 -41 -51 -76

12 51 4 -14 16 0

73 74 88 54 65 92

6 13 13 0 2 -6

-39 -29 -12 -75 -40 -46

残業時間 -7 7 27 -33 -18 -20

人手 3 0 -27 15 9 20

＊単純Ｄ・Ｉを表示している項目。雇用面、前年同期比、借入難易度

＊企業割合（％）を表示している項目。経営上の問題点、重点経営施策

雇

用

収益

販売価格

原材料価格

原材料在庫

資金繰り

受注残

原材料価格

原材料在庫

資金繰り

雇

用

同

期

比

経

営

上

の

問

題

点

重

点

経

営

施

策

借入の難易度

業況

売上額

販売価格

業況

売上額

受注残

収益
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品川区 中小企業景況調査 比較表   令和 4 年 10 月～12 月期 

 

 

 

小 売 業 

 
[今期の景況]

全体 飲食料品 飲食店 衣服・呉服・
身の回り品

-29 0 -43 -26

-2 -14 8 -4

-8 -15 1 -11

44 42 54 33

76 80 98 43

14 18 1 31

-15 -15 -3 -28

残業時間 10 0 13 7

人手 -43 -60 -61 -7

売上額 21 -80 35 33

収益 0 -100 9 20

販売価格 54 0 64 53

①売上の停滞・減少 56 80 52 53

②商店街の集客力の低下 7 0 5 13

③利幅の縮小 17 40 0 33

④取引先の減少 5 0 0 13

⑤人手不足 37 20 57 13

①経費を節減する 60 40 64 60

②品揃えを改善する 21 20 9 40

③宣伝・広報を強化する 31 0 36 33

④新しい事業を始める 12 20 9 13

⑤商店街事業を活性化させる 10 20 0 20

-10 0 -18 0

[来期の景況見通し]

-23 -7 -30 -20

1 -25 3 18

-9 -27 -16 13

31 13 44 23

55 49 76 27

10 15 3 17

-10 -14 -3 -15

残業時間 0 -25 9 -7

人手 -37 -60 -55 0

＊単純Ｄ・Ｉを表示している項目。雇用面、前年同期比、借入難易度

＊企業割合（％）を表示している項目。経営上の問題点、重点経営施策

雇
用

販売価格

仕入価格

在庫

資金繰り

収益

在庫

資金繰り

雇

用

同
期

比

経

営

上

の

問

題

点

重

点

経

営

施

策

借入の難易度

業況

売上額

仕入価格

業況

売上額

収益

販売価格
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製造業       中小企業景況調査 転記表 ＮＯ．１             令和 4年 10 月～12 月期 

地域名：品川区        

中分類：業種合計                        注：各項目の右側は、前期調査における予想（計画）値です。 

  

良い 16.7 5.1 8.3 10.3 10.1 11.1 9.9 13.2 18.9 8.7 11.0 8.1 13.9 16.3 9.9 14.3 8.8

普通 23.1 19.0 21.4 28.2 26.1 18.5 21.1 25.0 23.0 26.1 24.4 36.5 27.8 26.3 35.8 30.0 36.3

悪い 60.3 75.9 70.2 61.5 63.8 70.4 69.0 61.8 58.1 65.2 64.6 55.4 58.3 57.5 54.3 55.7 55.0

Ｄ・Ｉ -43.6 -70.9 -61.9 -51.3 -53.6 -59.3 -59.2 -48.5 -39.2 -56.5 -53.7 -47.3 -44.4 -41.3 -44.4 -41.4 -46.3

修正値 -48.5 -71.5 -59.1 -52.2 -44.8 -53.6 -61.4 -49.1 -46.5 -57.5 -48.2 -48.8 -31.0 -31.7 -44.6 -38.2 -14.0 -44.9

傾向値 -64.3 -63.2 -58.9 -55.0 -54.0 -52.4 -50.3 -47.3

増加 24.4 15.2 14.3 15.4 17.6 17.1 20.8 25.0 23.6 19.4 14.6 8.2 19.4 25.9 19.8 18.6 18.8

変らず 17.9 25.3 21.4 33.3 19.1 20.7 18.1 26.5 22.2 22.2 28.0 39.7 31.9 34.6 33.3 30.0 32.5

減少 57.7 59.5 64.3 51.3 63.2 62.2 61.1 48.5 54.2 58.3 57.3 52.1 48.6 39.5 46.9 51.4 48.8

Ｄ・Ｉ -33.3 -44.3 -50.0 -35.9 -45.6 -45.1 -40.3 -23.5 -30.6 -38.9 -42.7 -43.8 -29.2 -13.6 -27.2 -32.9 -30.0

修正値 -38.3 -47.4 -38.5 -30.1 -37.6 -38.4 -50.4 -32.3 -34.6 -40.7 -29.6 -39.3 -17.3 -6.3 -37.3 -36.5 -20.0 -28.5

傾向値 -47.8 -45.0 -40.0 -39.8 -42.0 -40.7 -37.7 -34.0

増加 21.8 10.1 13.3 11.5 8.7 18.1 14.1 16.2 12.5 11.3 15.9 9.6 20.8 17.3 15.2 18.6 9.1

変らず 21.8 32.9 32.5 34.6 29.0 26.5 39.4 36.8 38.9 43.7 36.6 43.8 38.9 38.3 46.8 35.7 42.9

減少 56.4 57.0 54.2 53.8 62.3 55.4 46.5 47.1 48.6 45.1 47.6 46.6 40.3 44.4 38.0 45.7 48.1

Ｄ・Ｉ -34.6 -46.8 -41.0 -42.3 -53.6 -37.3 -32.4 -30.9 -36.1 -33.8 -31.7 -37.0 -19.4 -27.2 -22.8 -27.1 -39.0

修正値 -39.9 -46.1 -35.6 -43.5 -48.6 -33.0 -38.4 -34.2 -40.1 -32.4 -27.1 -37.2 -10.5 -22.1 -27.0 -29.3 -17.0 -34.4

傾向値 -47.5 -43.9 -41.0 -40.4 -40.6 -39.6 -34.2 -28.7

増加 17.9 14.1 14.3 11.5 13.0 13.3 23.6 17.6 18.9 18.1 15.9 5.5 15.3 17.3 19.8 14.3 12.8

変らず 20.5 25.6 23.8 21.8 24.6 21.7 16.7 25.0 29.7 25.0 19.5 39.7 26.4 32.1 29.6 25.7 34.6

減少 61.5 60.3 61.9 66.7 62.3 65.1 59.7 57.4 51.4 56.9 64.6 54.8 58.3 50.6 50.6 60.0 52.6

Ｄ・Ｉ -43.6 -46.2 -47.6 -55.1 -49.3 -51.8 -36.1 -39.7 -32.4 -38.9 -48.8 -49.3 -43.1 -33.3 -30.9 -45.7 -39.7

修正値 -48.0 -48.2 -35.9 -52.7 -40.4 -44.7 -46.4 -45.1 -38.8 -41.3 -36.2 -45.8 -30.5 -23.7 -40.3 -47.7 -10.0 -41.9

傾向値 -52.1 -49.6 -45.7 -44.2 -42.8 -41.5 -40.9 -39.4

販売価格 -28.2 -18.8 -20.2 -26.9 -15.9 -20.5 -7.0 -14.7 0.0 -9.9 3.7 8.1 16.7 13.6 19.8 7.1 14.3

〃   修正値 -28.3 -18.4 -18.3 -27.9 -14.7 -19.2 -11.5 -15.4 -2.0 -10.3 4.3 3.3 15.5 12.9 12.0 6.4 -3.0 11.7

〃   傾向値 -19.0 -20.8 -20.1 -18.7 -14.3 -7.8 -0.8 6.7

原材料価格 29.5 13.8 42.9 41.0 52.2 48.2 72.2 60.3 64.9 65.3 87.8 73.0 80.6 80.2 83.8 72.9 69.2

〃      修正値 22.7 17.6 38.7 34.0 49.8 42.0 71.4 53.2 58.2 69.8 80.4 67.6 78.5 73.7 81.2 65.7 3.0 73.1

〃      傾向値 13.5 18.6 28.4 41.3 53.6 63.6 72.8 77.8

原材料在庫数量 6.5 7.6 -2.4 6.5 -8.7 -2.4 -5.6 -10.3 -2.7 -8.5 2.4 -9.6 2.8 -1.2 7.6 4.3 6.4

〃　　　　修正値 9.3 9.3 -1.6 5.9 -9.8 -1.2 -2.9 -8.2 -1.1 -6.7 1.9 -9.9 1.1 -1.1 8.6 4.2 8.0 6.3

資金繰り -26.9 -35.4 -40.0 -34.6 -31.4 -48.8 -38.9 -36.2 -27.4 -37.5 -28.0 -31.5 -36.1 -22.2 -34.6 -35.2 -38.0

〃   修正値 -29.4 -36.1 -36.6 -36.1 -29.2 -43.7 -38.8 -34.4 -31.0 -39.7 -24.5 -34.1 -32.3 -17.7 -33.6 -31.3 -1.0 -38.8

売上額 -59.2 -32.1 -29.2 -37.3 -25.4 -34.1 -35.2 -36.7

収益 -60.6 -33.3 -40.0 -38.8 -31.7 -43.9 -45.1 -45.9

残業時間 -12.5 -29.4 -26.5 -22.2 -23.8 -23.8 -9.0 -10.9 -11.7 -10.6 -27.2 -33.3 -12.5 -18.8 -23.3 -8.5 -6.9

人手 -8.3 8.8 1.2 -1.4 9.5 2.4 -1.5 6.3 1.7 -6.1 -7.4 15.0 -2.8 -10.0 5.1 -4.2 3.4

借入難易度 11.3 -7.3 -4.6 -3.0 1.6 1.2 -1.4 -11.7

借入をした（%） 36.2 26.2 40.5 34.3 29.0 21.1 24.2 11.7 27.0 17.2 24.7 18.3 31.8 24.4 29.8 16.7 15.4

借入をしない（%） 63.8 73.8 59.5 65.7 71.0 78.9 75.8 88.3 73.0 82.8 75.3 81.7 68.2 75.6 70.2 83.3 84.6

81

前

年
同

期

比

雇
用

借
入
金

有効回答事業所数 78 85 70 73 74 83 72

在

庫

・

資
金

繰
り

R4
4～6月期

R4
7～9月期

R4
10～12月期

対
前期比

業
況

売
上
額

受
注
残

収
益

価
格
動
向

R5
1～3月期

調査期
R3

1～3月期
R3

4～6月期
R3

7～9月期
R3

10～12月期
R4

1～3月期項目



 

 

39 

 

製造業       中小企業景況調査 転記表 ＮＯ．２             令和 4年 10 月～12 月期 

地域名：品川区        

中分類：業種合計                        注：各項目の右側は、前期調査における予想（計画）値です。 

 

-4.2 -1.5 -2.4 -2.8 -7.8 -1.2 -13.8 -8.1 -24.2 -14.1 -7.4 -21.0 -12.9 -8.8 -10.0 -14.9 -5.1

22.9 26.9 23.5 31.0 31.7 26.6 12.3 21.0 25.8 26.2 29.1 29.5 30.6 30.9 36.1 31.9 31.0

事業用地・建物 4.3 3.0 3.7 2.8 1.6 2.5 1.5 3.2 1.6 4.6 3.8 1.6 2.8 3.7 4.9 1.4 6.9

機械・設備の新・増設 4.3 6.0 9.9 9.9 12.7 8.9 4.6 6.5 12.9 9.2 15.2 13.1 12.5 12.3 13.1 8.7 6.9

機械・設備の更改 5.7 11.9 8.6 11.3 17.5 10.1 7.7 6.5 4.8 10.8 10.1 9.8 9.7 16.0 23.0 13.0 13.8

事務機器 12.9 9.0 8.6 12.7 6.3 7.6 7.7 8.1 11.3 9.2 11.4 9.8 12.5 8.6 11.5 14.5 10.3

車両 10.0 6.0 4.9 7.0 6.3 6.3 3.1 9.7 12.9 7.7 2.5 11.5 8.3 2.5 4.9 10.1 6.9

その他 1.4 0.0 2.5 1.4 0.0 1.3 0.0 0.0 3.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.6 0.0 3.4

77.1 73.1 76.5 69.0 68.3 73.4 87.7 79.0 74.2 73.8 70.9 70.5 69.4 69.1 63.9 68.1 69.0

70.8 80.2 71.9 69.7 68.3 60.5 54.2 58.9

12.5 11.1 9.4 12.1 11.7 13.2 13.9 12.5

0.0 3.7 3.1 1.5 0.0 0.0 1.4 0.0

16.7 8.6 9.4 9.1 5.0 5.3 1.4 3.6

0.0 1.2 4.7 1.5 3.3 0.0 1.4 1.8

1.4 4.9 3.1 1.5 1.7 0.0 0.0 1.8

6.9 4.9 7.8 6.1 5.0 7.9 4.2 1.8

20.8 28.4 15.6 16.7 13.3 10.5 15.3 14.3

15.3 38.3 31.3 50.0 51.7 63.2 51.4 44.6

9.7 4.9 1.6 0.0 1.7 2.6 1.4 1.8

4.2 12.3 15.6 15.2 25.0 30.3 27.8 21.4

9.7 8.6 9.4 3.0 5.0 3.9 9.7 8.9

8.3 2.5 3.1 9.1 13.3 11.8 12.5 14.3

25.0 18.5 15.6 28.8 13.3 13.2 18.1 26.8

6.9 3.7 1.6 6.1 5.0 7.9 6.9 12.5

6.9 1.2 4.7 4.5 0.0 2.6 6.9 1.8

0.0 1.2 0.0 0.0 0.0 1.3 0.0 1.8

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.4 1.8

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2.8 1.2 1.6 1.5 0.0 1.3 4.2 7.1

6.9 0.0 1.6 1.5 1.7 2.6 4.2 3.6

4.2 1.2 0.0 1.5 1.7 3.9 4.2 7.1

4.2 3.7 4.7 3.0 3.3 10.5 6.9 1.8

0.0 1.2 4.7 3.0 3.3 0.0 2.8 1.8

59.2 56.0 56.5 53.0 48.3 52.6 57.4 62.1

47.9 50.0 40.3 42.4 50.0 40.8 38.2 48.3

21.1 19.0 17.7 13.6 23.3 13.2 23.5 31.0

21.1 26.2 21.0 19.7 21.7 25.0 19.1 29.3

4.2 9.5 6.5 7.6 0.0 6.6 5.9 5.2

12.7 9.5 6.5 15.2 13.3 10.5 7.4 10.3

12.7 4.8 4.8 7.6 10.0 10.5 4.4 3.4

19.7 22.6 12.9 18.2 18.3 19.7 25.0 13.8

1.4 1.2 1.6 1.5 3.3 3.9 2.9 0.0

18.3 10.7 12.9 13.6 16.7 13.2 8.8 10.3

2.8 7.1 4.8 1.5 8.3 3.9 5.9 3.4

5.6 3.6 6.5 4.5 6.7 7.9 8.8 8.6

7.0 3.6 8.1 4.5 5.0 3.9 5.9 3.4

0.0 2.4 1.6 1.5 1.7 1.3 1.5 3.4

4.2 4.8 6.5 12.1 5.0 6.6 8.8 3.4

72 8178 85 70 73 74 83有効回答事業所数

機械化を推進する

人材を確保する

パート化を図る

教育訓練を強化する

労働条件を改善する

工場・機械を増設・移転する

不動産の有効活用を図る

その他

特になし

その他

問題なし

重

点

経

営

施

策

（
％

）

販路を広げる

経費を節減する

情報力を強化する

新製品・技術を開発する

不採算部門を整理・縮小する

提携先を見つける

為替レートの変動

仕入先からの値上げ要請

人件費の増加

人件費以外の経費増加

工場・機械の狭小・老朽化

生産能力の不足

下請の確保難

代金回収の悪化

地価の高騰

天候の不順

地場産業の衰退

大手企業・工場の縮小・撤退

販売納入先からの値下げ要請

設

備

投

資

動

向

（
％

）

現在の設備

実施した

投

資

内

容

実施しない

経

営

上

の

問

題

点

（
％

）

売上の停滞・減少

人手不足

大手企業との競争の激化

同業者間の競争の激化

親企業による選別の強化

輸入製品との競争の激化

合理化の不足

利幅の縮小

原材料高

R4
4～6月期

R4
7～9月期

R4
10～12月期

対
前期比

R5
1～3月期

R3
10～12月期

R4
1～3月期項目

調査期 R3
1～3月期

R3
4～6月期

R3
7～9月期
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卸売業       中小企業景況調査 転記表 ＮＯ．１             令和 4年 10 月～12 月期 

地域名：品川区        

中分類：業種合計                        注：各項目の右側は、前期調査における予想（計画）値です。 

 

 

 

 

 

良い 10.8 6.7 19.1 11.0 15.0 16.0 13.9 20.5 8.2 10.1 11.7 12.2 17.3 12.9 20.0 12.2 16.4

普通 16.2 21.3 21.3 24.7 21.3 33.0 17.7 24.4 17.8 32.9 24.5 28.4 22.7 28.0 28.0 27.0 31.5

悪い 73.0 72.0 59.6 64.4 63.8 51.1 68.4 55.1 74.0 57.0 63.8 59.5 60.0 59.1 52.0 60.8 52.1

Ｄ・Ｉ -62.2 -65.3 -40.4 -53.4 -48.8 -35.1 -54.4 -34.6 -65.8 -46.8 -52.1 -47.3 -42.7 -46.2 -32.0 -48.6 -35.6

修正値 -59.5 -65.7 -38.8 -50.4 -49.3 -36.2 -56.6 -39.2 -58.7 -45.5 -49.7 -38.4 -43.4 -43.8 -38.9 -50.1 5.0 -38.5

傾向値 -69.7 -63.8 -55.4 -52.0 -51.9 -53.8 -54.5 -50.9

増加 12.2 13.2 29.8 21.9 18.5 29.0 25.6 28.8 17.6 19.2 30.9 24.7 27.6 30.1 33.3 26.7 24.7

変らず 24.3 28.9 24.5 30.1 22.2 31.2 17.9 25.0 16.2 33.3 13.8 32.9 28.9 26.9 32.0 29.3 35.6

減少 63.5 57.9 45.7 47.9 59.3 39.8 56.4 46.3 66.2 47.4 55.3 42.5 43.4 43.0 34.7 44.0 39.7

Ｄ・Ｉ -51.4 -44.7 -16.0 -26.0 -40.7 -10.8 -30.8 -17.5 -48.6 -28.2 -24.5 -17.8 -15.8 -12.9 -1.3 -17.3 -15.1

修正値 -49.0 -40.5 -6.9 -24.5 -40.6 -14.5 -39.8 -24.0 -42.6 -22.2 -19.8 -12.2 -15.3 -16.5 -15.4 -21.9 0.0 -10.6

傾向値 -54.7 -47.3 -37.0 -35.0 -34.4 -35.1 -33.0 -26.2

増加 12.3 11.8 28.7 24.7 16.0 26.6 24.4 22.5 13.5 21.8 24.5 17.6 19.7 23.7 29.3 20.0 21.9

変らず 21.9 28.9 24.5 24.7 18.5 34.0 17.9 31.3 18.9 25.6 21.3 32.4 27.6 30.1 29.3 33.3 34.2

減少 65.8 59.2 46.8 50.7 65.4 39.4 57.7 46.3 67.6 52.6 54.3 50.0 52.6 46.2 41.3 46.7 43.8

Ｄ・Ｉ -53.4 -47.4 -18.1 -26.0 -49.4 -12.8 -33.3 -23.8 -54.1 -30.8 -29.8 -32.4 -32.9 -22.6 -12.0 -26.7 -21.9

修正値 -49.8 -43.5 -12.1 -26.4 -49.0 -17.4 -41.7 -27.3 -46.4 -25.2 -27.9 -27.7 -31.1 -26.0 -25.3 -28.8 6.0 -18.9

傾向値 -55.8 -48.6 -39.8 -38.8 -38.6 -40.2 -39.6 -34.9

販売価格 -12.3 -14.5 6.4 0.0 3.7 10.6 12.7 13.8 18.7 6.3 38.3 33.8 43.4 40.4 36.0 45.3 15.1

〃　 修正値 -15.8 -16.4 7.9 -6.7 1.4 12.1 10.7 13.2 14.6 5.7 34.6 24.2 36.7 37.8 34.4 40.6 -2.0 20.6

〃   傾向値 -19.7 -14.8 -7.5 -1.1 6.5 14.3 23.3 31.2

仕入価格 17.6 22.4 37.2 31.1 39.5 31.9 57.0 44.3 58.7 50.6 77.7 68.0 80.3 76.3 69.3 77.3 53.4

〃   修正値 17.7 20.8 32.8 26.6 35.4 31.6 53.8 39.6 57.9 49.8 68.7 60.9 72.8 72.9 68.0 70.7 -5.0 55.0

〃   傾向値 12.6 18.3 25.4 33.0 43.0 53.1 63.3 69.9

在庫数量 16.7 12.0 13.0 6.9 11.3 13.0 5.1 3.8 8.2 6.4 9.6 5.4 9.2 4.3 5.4 9.3 8.3

〃   修正値 14.3 11.1 12.8 7.7 11.3 14.2 8.7 4.7 6.1 5.6 8.3 6.6 8.5 3.4 9.6 8.7 1.0 8.0

資金繰り -17.3 -7.9 -13.8 -13.3 -25.9 -21.3 -30.4 -37.5 -40.0 -29.1 -20.2 -26.7 -13.3 -17.0 -20.0 -20.0 -10.8

〃   修正値 -18.6 -12.1 -10.3 -13.3 -21.9 -17.4 -32.3 -33.9 -37.8 -32.1 -17.5 -26.1 -11.4 -13.9 -23.4 -15.8 -12.0 -17.0

売上額 -43.1 6.5 -16.0 -27.8 -44.0 -8.7 -18.7 0.0

収益 -47.2 -1.1 -28.4 -38.0 -48.0 -25.8 -36.0 -25.7

販売価格 -8.3 12.1 6.3 7.6 22.7 53.3 43.4 50.0

残業時間 -34.7 -17.1 -23.4 -13.9 -11.3 -13.8 -5.1 -2.5 -2.7 -3.8 -21.3 0.0 -6.8 -10.6 6.8 0.0 1.4

人手 1.4 -1.4 -6.5 -2.8 -8.6 -8.6 -16.5 -12.5 -13.5 -16.5 -19.1 -13.5 -15.8 -17.0 -32.0 -21.1 -27.0

借入難易度 0.0 -6.6 -11.3 -10.3 -10.8 -2.2 3.9 -5.6

借入をした（%） 40.3 22.4 34.0 18.8 34.2 19.1 34.2 15.8 31.1 18.4 30.9 24.3 33.3 26.6 31.9 17.3 24.7

借入をしない（%） 59.7 77.6 66.0 81.2 65.8 80.9 65.8 84.2 68.9 81.6 69.1 75.7 66.7 73.4 68.1 82.7 75.3

80 76 94 76 7581

業
況

売
上
額

収
益

価
格
動
向

在
庫
・

資
金
繰

り

前
年
同

期
比

雇
用

借
入
金

有効回答事業所数 75 94

調査期
R3

1～3月期
R3

4～6月期
R3

7～9月期
R3

10～12月期
R4

1～3月期項目
R4

4～6月期
R4

7～9月期
R4

10～12月期
対

前期比
R5

1～3月期
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卸売業       中小企業景況調査 転記表 ＮＯ．２             令和 4年 10 月～12 月期 

地域名：品川区        

中分類：業種合計                        注：各項目の右側は、前期調査における予想（計画）値です。 

  

-1.5 4.3 -3.4 -2.9 -5.2 -2.3 -9.3 -3.9 -4.1 -12.0 -8.6 -2.8 -8.5 -10.8 -14.7 -4.2 -14.9

29.2 31.3 27.9 28.2 18.5 31.0 29.3 27.5 35.2 34.2 30.1 25.0 27.4 27.5 29.2 27.8 37.5

事業用地・建物 2.8 3.0 1.2 1.4 1.2 2.4 2.7 3.8 1.4 4.1 0.0 0.0 5.5 1.1 2.8 4.2 2.8

機械・設備の新・増設 1.4 7.5 5.8 0.0 2.5 4.8 4.0 1.3 2.8 4.1 4.3 2.8 0.0 6.6 6.9 4.2 8.3

機械・設備の更改 4.2 10.4 3.5 5.6 0.0 7.1 6.7 1.3 7.0 11.0 3.2 4.2 6.8 6.6 6.9 4.2 8.3

事務機器 16.7 14.9 19.8 22.5 11.1 14.3 13.3 13.8 21.1 16.4 20.4 19.4 17.8 14.3 15.3 9.7 19.4

車両 11.1 10.4 4.7 5.6 7.4 9.5 10.7 7.5 11.3 9.6 11.8 8.3 5.5 7.7 6.9 9.7 9.7

その他 1.4 0.0 1.2 1.4 1.2 1.2 1.3 2.5 1.4 0.0 0.0 0.0 1.4 4.4 2.8 1.4 5.6

70.8 68.7 72.1 71.8 81.5 69.0 70.7 72.5 64.8 65.8 69.9 75.0 72.6 72.5 70.8 72.2 62.5

66.2 61.3 66.2 65.3 67.6 59.3 62.9 42.3

19.7 12.9 9.1 14.7 8.1 11.6 11.4 18.3

21.1 21.5 18.2 9.3 23.0 15.1 8.6 15.5

0.0 1.1 3.9 1.3 0.0 3.5 7.1 2.8

2.8 9.7 6.5 5.3 2.7 3.5 5.7 7.0

4.2 5.4 6.5 2.7 2.7 1.2 2.9 1.4

9.9 6.5 2.6 6.7 8.1 2.3 2.9 8.5

32.4 23.7 29.9 36.0 29.7 26.7 30.0 33.8

4.2 5.4 7.8 5.3 6.8 5.8 5.7 2.8

4.2 7.5 7.8 5.3 4.1 9.3 11.4 8.5

4.2 1.1 1.3 6.7 1.4 3.5 1.4 2.8

12.7 18.3 16.9 30.7 36.5 39.5 42.9 33.8

9.9 8.6 7.8 2.7 8.1 5.8 2.9 7.0

1.4 5.4 6.5 6.7 9.5 4.7 4.3 5.6

18.3 23.7 26.0 22.7 18.9 11.6 11.4 14.1

0.0 1.1 0.0 0.0 0.0 1.2 0.0 0.0

2.8 2.2 2.6 5.3 4.1 1.2 0.0 4.2

4.2 1.1 0.0 2.7 1.4 1.2 1.4 1.4

0.0 0.0 0.0 0.0 1.4 2.3 0.0 0.0

4.2 1.1 3.9 1.3 0.0 1.2 2.9 0.0

5.6 2.2 0.0 1.3 1.4 1.2 2.9 1.4

為替レートの変動 11.3 16.1 11.7 25.3 18.9 32.6 31.4 26.8

4.2 4.3 2.6 1.3 4.1 5.8 4.3 4.2

4.2 2.2 7.8 4.0 6.8 2.3 1.4 4.2

4.2 4.3 5.2 1.3 4.1 3.5 2.9 4.2

59.2 67.4 69.6 64.9 64.9 63.4 66.7 57.5

43.7 42.4 45.6 37.7 40.5 44.1 50.0 34.2

21.1 13.0 8.9 13.0 20.3 15.1 16.7 15.1

22.5 32.6 31.6 29.9 27.0 33.3 31.9 26.0

14.1 15.2 11.4 14.3 17.6 16.1 12.5 17.8

4.2 9.8 2.5 10.4 14.9 10.8 5.6 12.3

2.8 1.1 2.5 1.3 2.7 2.2 0.0 0.0

19.7 22.8 12.7 23.4 17.6 14.0 19.4 30.1

1.4 0.0 0.0 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0

7.0 8.7 10.1 7.8 9.5 7.5 6.9 8.2

11.3 5.4 10.1 3.9 6.8 4.3 4.2 2.7

1.4 2.2 1.3 0.0 5.4 1.1 0.0 4.1

2.8 6.5 3.8 1.3 4.1 1.1 1.4 2.7

7.0 1.1 2.5 1.3 2.7 2.2 1.4 4.1

2.8 2.2 5.1 3.9 2.7 2.2 1.4 1.4

2.8 2.2 3.8 2.6 1.4 3.2 4.2 4.1

9.9 4.3 6.3 7.8 5.4 7.5 5.6 8.2

7594 81 80 76 94 7675

人材を確保する

パート化を図る

教育訓練を強化する

流通経路の見直しをする

取引先を支援する

輸入品の取扱いを増やす

労働条件を改善する

不動産の有効活用を図る

その他

特になし

有効回答事業所数

その他

問題なし

重

点

経

営

施

策

（
％

）

販路を広げる

経費を節減する

品揃えを充実する

情報力を強化する

新しい事業を始める

提携先を見つける

機械化を推進する

大手企業・工場の縮小・撤退

販売納入先からの値下げ要請

仕入先からの値上げ要請

人件費の増加

人件費以外の経費の増加

取引先の減少

店舗の狭小・老朽化

代金回収の悪化

地価の高騰

駐車場の確保難

天候の不順

地場産業の衰退

販売商品の不足

設

備

投

資

動

向

（
％

）

現在の設備

実施した

投

資

内

容

実施しない

経

営

上

の

問

題

点

（
％

）

売上の停滞・減少

人手不足

同業者間の競争の激化

輸入製品との競争の激化

流通経路の変化による競争の激化

合理化の不足

小口注文・多頻度配送の増加

利幅の縮小

取扱商品の陳腐化

R4
4～6月期

R4
7～9月期

R4
10～12月期

対
前期比

R5
1～3月期

R3
10～12月期

R4
1～3月期項目

調査期 R3
1～3月期

R3
4～6月期

R3
7～9月期
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小売業       中小企業景況調査 転記表 ＮＯ．１                 令和 4年 10 月～12 月期 

地域名：品川区        

中分類：業種合計                        注：各項目の右側は、前期調査における予想（計画）値です。 

 

 

 

 

 

 

良い 11.6 12.1 6.5 14.3 9.5 8.2 23.9 19.0 1.5 13.6 17.6 19.1 5.7 18.8 36.4 13.0 27.3

普通 14.5 3.4 14.5 15.7 12.7 21.3 17.9 15.9 22.1 24.2 29.4 20.6 27.1 29.4 20.8 30.4 24.7

悪い 73.9 84.5 79.0 70.0 77.8 70.5 58.2 65.1 76.5 62.1 52.9 60.3 67.1 51.8 42.9 56.5 48.1

Ｄ・Ｉ -62.3 -72.4 -72.6 -55.7 -68.3 -62.3 -34.3 -46.0 -75.0 -48.5 -35.3 -41.2 -61.4 -32.9 -6.5 -43.5 -20.8

修正値 -59.7 -70.9 -69.4 -52.4 -65.5 -58.5 -43.7 -51.4 -71.8 -48.3 -32.3 -37.2 -55.6 -29.5 -28.6 -45.6 27.0 -23.0

傾向値 -74.6 -70.0 -67.3 -62.8 -61.0 -57.9 -52.4 -48.0

増加 8.6 7.1 9.7 20.0 7.9 19.4 35.8 23.8 8.8 6.1 41.7 35.3 22.9 33.3 57.1 37.1 27.3

変らず 18.6 8.9 17.7 24.3 19.0 27.4 20.9 30.2 17.6 36.4 26.2 26.5 31.4 28.6 19.5 35.7 28.6

減少 72.9 83.9 72.6 55.7 73.0 53.2 43.3 46.0 73.5 57.6 32.1 38.2 45.7 38.1 23.4 27.1 44.2

Ｄ・Ｉ -64.3 -76.8 -62.9 -35.7 -65.1 -33.9 -7.5 -22.2 -64.7 -51.5 9.5 -2.9 -22.9 -4.8 33.8 10.0 -16.9

修正値 -50.5 -72.7 -60.0 -33.8 -66.6 -28.4 -27.0 -37.9 -50.0 -41.5 4.3 -4.0 -23.9 -3.2 -2.2 -9.6 22.0 0.9

傾向値 -47.1 -43.2 -48.6 -52.9 -50.0 -41.0 -26.7 -16.2

増加 4.3 3.5 9.8 21.4 9.5 11.5 29.9 22.6 1.5 1.5 31.8 17.9 17.1 28.2 50.6 25.7 23.4

変らず 17.1 15.8 18.0 21.4 23.8 34.4 29.9 33.9 25.0 39.4 37.6 35.8 40.0 29.4 24.7 41.4 28.6

減少 78.6 80.7 72.1 57.1 66.7 54.1 40.3 43.5 73.5 59.1 30.6 46.3 42.9 42.4 24.7 32.9 48.1

Ｄ・Ｉ -74.3 -77.2 -62.3 -35.7 -57.1 -42.6 -10.4 -21.0 -72.1 -57.6 1.2 -28.4 -25.7 -14.1 26.0 -7.1 -24.7

修正値 -62.1 -73.0 -60.7 -34.1 -61.4 -39.2 -27.9 -35.5 -56.7 -48.0 -5.7 -26.8 -30.3 -14.0 -8.0 -23.0 22.0 -9.4

傾向値 -55.6 -51.6 -54.3 -55.1 -50.8 -42.6 -30.7 -22.2

販売価格 -17.4 -20.7 -9.7 -8.7 -19.4 -9.7 4.5 -8.1 7.4 0.0 31.8 13.4 31.4 34.1 57.1 42.9 28.6

〃　 修正値 -14.3 -20.6 -7.1 -12.4 -19.7 -2.0 -1.4 -11.4 8.7 0.4 27.8 6.6 26.0 34.0 43.7 32.7 18.0 30.5

〃   傾向値 -12.1 -10.4 -11.3 -11.9 -7.4 0.9 12.4 25.3

仕入価格 0.0 3.4 29.0 -4.3 17.7 32.3 58.2 24.2 64.7 43.9 82.4 59.7 74.3 80.0 83.1 71.4 51.3

〃   修正値 3.7 4.9 27.2 -0.8 19.3 32.1 50.6 19.1 65.3 41.9 72.4 61.5 72.9 70.7 76.0 62.9 3.0 54.7

〃   傾向値 9.0 11.9 14.9 20.5 34.3 49.1 62.8 73.0

在庫数量 4.3 10.3 21.0 4.3 3.2 17.7 23.9 1.6 1.5 9.1 10.6 0.0 12.9 4.7 18.7 4.3 13.3

〃   修正値 3.7 9.4 18.5 1.8 4.9 17.8 21.6 3.4 3.9 7.8 8.7 0.4 14.7 4.5 14.3 6.2 0.0 10.2

資金繰り -42.0 -50.0 -30.6 -37.3 -36.5 -29.0 -27.9 -31.7 -32.4 -35.8 -14.1 -29.4 -14.3 -20.0 -11.7 -15.7 -10.4

〃   修正値 -36.9 -49.5 -31.1 -34.2 -38.1 -28.1 -30.0 -34.5 -25.1 -34.7 -16.8 -25.5 -16.4 -21.0 -15.1 -19.6 1.0 -10.3

売上額 -78.3 -27.7 -64.3 -5.1 -63.2 15.2 -2.3 20.9

収益 -71.7 -34.0 -61.9 -23.7 -62.2 0.0 -31.8 0.0

販売価格 -26.1 -6.4 -16.7 7.9 -8.1 41.3 50.0 53.7

残業時間 -56.8 -47.6 -34.0 -40.9 -21.4 -27.7 -5.3 -11.9 -24.3 -13.2 4.3 -8.1 -2.3 0.0 9.8 9.3 0.0

人手 -13.0 0.0 0.0 -19.6 -7.0 2.1 -33.3 -7.0 -24.3 -30.8 -39.6 -27.0 -35.6 -41.7 -42.9 -34.1 -36.6

借入難易度 7.1 -13.0 -9.5 -8.1 -16.2 -8.9 -13.3 -10.3

借入をした（%） 62.2 29.7 45.7 23.7 45.5 20.5 54.1 15.0 21.6 24.3 17.0 9.1 18.6 15.6 41.9 18.2 13.5

借入をしない（%） 37.8 70.3 54.3 76.3 54.5 79.5 45.9 85.0 78.4 75.7 83.0 90.9 81.4 84.4 58.1 81.8 86.5

68 68 85 70 7763

業
況

売
上
額

収
益

価
格
動
向

在
庫

・
資
金

繰
り

前
年

同
期
比

雇
用

借
入
金

有効回答事業所数 70 62

調査期
R3

1～3月期
R3

4～6月期
R3

7～9月期
R3

10～12月期
R4

1～3月期項目
R4

4～6月期
R4

7～9月期
R4

10～12月期
対

前期比
R5

1～3月期
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小売業       中小企業景況調査 転記表 ＮＯ．２             令和 4年 10 月～12 月期 

地域名：品川区        

中分類：業種合計                        注：各項目の右側は、前期調査における予想（計画）値です。 

   

-9.1 -18.6 -10.9 -15.9 -14.6 -13.3 -16.2 -12.2 -13.5 -13.5 -12.8 -13.5 -6.8 -4.3 -4.8 -4.7 -9.5

28.6 15.0 21.4 31.0 22.0 21.4 24.3 25.6 27.8 29.7 42.6 28.6 40.5 43.2 35.9 48.7 30.8

事業用地・建物 2.4 2.5 2.4 4.8 2.4 4.8 2.7 5.1 0.0 8.1 4.3 5.7 2.4 6.8 2.6 7.7 2.6

機械・設備の新・増設 16.7 10.0 11.9 16.7 9.8 4.8 13.5 10.3 11.1 10.8 31.9 2.9 23.8 31.8 23.1 28.2 17.9

機械・設備の更改 9.5 2.5 4.8 16.7 4.9 9.5 13.5 5.1 13.9 13.5 23.4 17.1 21.4 18.2 12.8 10.3 10.3

事務機器 4.8 7.5 7.1 4.8 7.3 4.8 5.4 7.7 2.8 13.5 2.1 5.7 7.1 0.0 5.1 7.7 2.6

車両 2.4 2.5 7.1 2.4 7.3 4.8 2.7 10.3 13.9 10.8 6.4 8.6 7.1 9.1 7.7 7.7 5.1

その他 2.4 0.0 2.4 2.4 0.0 7.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.9 0.0 4.5 0.0 5.1 0.0

71.4 85.0 78.6 69.0 78.0 78.6 75.7 74.4 72.2 70.3 57.4 71.4 59.5 56.8 64.1 51.3 69.2

86.0 81.8 86.0 70.3 86.1 57.4 69.8 56.1

18.6 13.6 14.0 18.9 27.8 40.4 32.6 36.6

11.6 15.9 11.6 10.8 5.6 6.4 7.0 12.2

9.3 0.0 2.3 8.1 0.0 2.1 2.3 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.1 2.3 2.4

25.6 11.4 16.3 10.8 16.7 14.9 20.9 17.1

7.0 6.8 7.0 13.5 5.6 4.3 2.3 2.4

0.0 2.3 2.3 8.1 2.8 4.3 2.3 0.0

2.3 0.0 0.0 0.0 2.8 0.0 0.0 0.0

4.7 13.6 16.3 21.6 38.9 48.9 51.2 36.6

16.3 15.9 16.3 24.3 11.1 25.5 16.3 26.8

7.0 6.8 0.0 8.1 11.1 17.0 16.3 14.6

11.6 13.6 14.0 10.8 5.6 6.4 4.7 4.9

7.0 2.3 2.3 2.7 5.6 4.3 2.3 4.9

11.6 9.1 14.0 16.2 11.1 6.4 7.0 7.3

4.7 6.8 4.7 8.1 8.3 2.1 7.0 7.3

2.3 0.0 2.3 2.7 5.6 2.1 0.0 0.0

4.7 4.5 4.7 0.0 0.0 0.0 2.3 0.0

2.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.3 0.0

7.0 9.1 18.6 10.8 2.8 10.6 18.6 12.2

0.0 0.0 2.3 0.0 0.0 0.0 2.3 0.0

2.3 2.3 0.0 2.7 0.0 0.0 0.0 2.4

9.3 20.5 16.3 5.4 2.8 4.3 2.3 12.2

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.1 2.3 0.0

26.2 34.0 25.6 26.3 37.8 26.7 22.0 21.4

54.8 53.2 48.8 60.5 64.9 55.6 68.3 59.5

23.8 29.8 23.3 23.7 16.2 24.4 34.1 31.0

21.4 27.7 16.3 15.8 18.9 24.4 14.6 11.9

14.3 14.9 9.3 15.8 10.8 8.9 14.6 4.8

4.8 17.0 20.9 28.9 13.5 15.6 14.6 16.7

14.3 4.3 7.0 5.3 10.8 4.4 0.0 4.8

14.3 23.4 14.0 15.8 18.9 8.9 17.1 4.8

11.9 6.4 2.3 2.6 2.7 6.7 0.0 9.5

0.0 6.4 4.7 5.3 0.0 8.9 14.6 14.3

11.9 8.5 16.3 26.3 29.7 33.3 24.4 38.1

9.5 4.3 2.3 2.6 5.4 4.4 2.4 4.8

9.5 4.3 7.0 2.6 0.0 4.4 14.6 11.9

2.4 0.0 0.0 2.6 0.0 0.0 0.0 2.4

4.8 2.1 0.0 5.3 2.7 0.0 2.4 4.8

2.4 4.3 0.0 0.0 5.4 4.4 2.4 0.0

2.4 6.4 9.3 5.3 2.7 4.4 4.9 4.8

70 7770 62 63 68 68 85有効回答事業所数

営業時間を延長する

売れ筋商品を取扱う

商店街事業を活性化させる

機械化を推進する

人材を確保する

パート化を図る

教育訓練を強化する

輸入品の取扱いを増やす

不動産の有効活用を図る

その他

特になし

その他

問題なし

重

点

経

営

施

策

（
％

）

品揃えを改善する

経費を節減する

宣伝・広報を強化する

新しい事業を始める

店舗・設備を改装する

仕入先を開拓・選別する

大手企業・工場の縮小・撤退

人件費の増加

人件費以外の経費の増加

取引先の減少

商圏人口の減少

商店街の集客力の低下

店舗の狭小・老朽化

代金回収の悪化

地価の高騰

駐車場の確保難

天候の不順

地場産業の衰退

仕入先からの値上げ要請

設

備

投

資

動

向

（
％

）

現在の設備

実施した

投

資

内

容

実施しない

経

営

上

の

問

題

点

（
％

）

売上の停滞・減少

人手不足

同業者間の競争の激化

大型店との競争の激化

輸入製品との競争の激化

利幅の縮小

取扱商品の陳腐化

販売商品の不足

販売納入先からの値下げ要請

R4
4～6月期

R4
7～9月期

R4
10～12月期

対
前期比

R5
1～3月期

R3
10～12月期

R4
1～3月期項目

調査期 R3
1～3月期

R3
4～6月期

R3
7～9月期
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サービス業      中小企業景況調査 転記表 ＮＯ．１             令和 4年 10 月～12 月期 

地域名：品川区        

中分類：業種合計                        注：各項目の右側は、前期調査における予想（計画）値です。 

 

 

 

 良い 8.2 2.7 12.3 4.1 14.5 8.8 18.9 14.7 22.4 12.3 18.3 14.7 17.6 19.5 24.1 14.1 24.7

普通 23.3 29.7 16.0 28.8 23.2 31.3 29.7 26.5 31.6 41.1 31.7 38.7 47.1 40.2 41.8 50.6 48.1

悪い 68.5 67.6 71.6 67.1 62.3 60.0 51.4 58.8 46.1 46.6 50.0 46.7 35.3 40.2 34.2 35.3 27.3

Ｄ・Ｉ -60.3 -64.9 -59.3 -63.0 -47.8 -51.3 -32.4 -44.1 -23.7 -34.2 -31.7 -32.0 -17.6 -20.7 -10.1 -21.2 -2.6

修正値 -59.5 -65.8 -56.8 -60.6 -45.7 -48.7 -35.4 -44.2 -21.8 -38.2 -25.7 -26.4 -18.1 -18.8 -16.4 -19.4 2.0 -11.4

傾向値 -68.2 -66.2 -61.9 -54.5 -45.4 -37.4 -30.1 -23.6

増加 11.0 5.4 19.8 12.3 15.9 22.5 31.1 14.7 27.3 16.2 29.3 25.0 22.4 28.4 30.4 22.4 28.2

変らず 31.5 33.8 19.8 37.0 26.1 32.5 28.4 36.8 29.9 43.2 30.5 35.5 51.8 39.5 44.3 52.9 42.3

減少 57.5 60.8 60.5 50.7 58.0 45.0 40.5 48.5 42.9 40.5 40.2 39.5 25.9 32.1 25.3 24.7 29.5

Ｄ・Ｉ -46.6 -55.4 -40.7 -38.4 -42.0 -22.5 -9.5 -33.8 -15.6 -24.3 -11.0 -14.5 -3.5 -3.7 5.1 -2.4 -1.3

修正値 -41.6 -52.2 -38.3 -36.6 -38.6 -23.5 -20.7 -35.2 -9.3 -20.6 -8.4 -10.2 -0.2 -9.4 -9.8 -6.5 -10.0 1.6

傾向値 -50.4 -45.0 -42.4 -38.9 -30.8 -23.2 -14.7 -8.1

増加 8.2 8.1 14.8 9.6 15.9 20.0 25.7 11.8 28.6 13.5 27.2 23.7 21.2 24.4 26.6 20.0 23.1

変らず 32.9 36.5 23.5 38.4 27.5 33.8 32.4 39.7 28.6 44.6 29.6 42.1 49.4 40.2 39.2 51.8 41.0

減少 58.9 55.4 61.7 52.1 56.5 46.3 41.9 48.5 42.9 41.9 43.2 34.2 29.4 35.4 34.2 28.2 35.9

Ｄ・Ｉ -50.7 -47.3 -46.9 -42.5 -40.6 -26.3 -16.2 -36.8 -14.3 -28.4 -16.0 -10.5 -8.2 -11.0 -7.6 -8.2 -12.8

修正値 -48.5 -46.0 -42.3 -38.2 -38.4 -27.6 -26.3 -37.5 -12.3 -28.3 -9.3 -4.5 -5.7 -14.8 -19.0 -10.7 -13.0 -13.1

傾向値 -52.1 -49.0 -45.8 -42.0 -34.0 -25.6 -17.7 -12.6

料金価格 -12.3 -19.2 -11.3 -4.1 -4.4 -5.1 -2.7 3.0 6.6 -1.4 15.9 9.3 12.9 7.3 27.8 16.5 19.2

〃　 修正値 -13.2 -18.1 -10.1 -5.1 -4.1 -4.5 -4.3 0.5 4.2 -1.2 14.8 7.0 12.4 8.2 24.2 12.3 12.0 17.8

〃   傾向値 -18.0 -16.0 -13.0 -9.6 -5.3 0.4 6.0 12.0

材料価格 12.5 4.2 14.3 13.9 16.2 15.8 25.0 17.9 41.9 22.2 53.1 39.2 32.1 48.1 54.4 34.5 44.9

〃   修正値 10.3 4.2 13.4 12.3 19.4 16.3 24.3 19.3 35.5 20.4 47.0 33.4 36.2 45.1 53.2 36.5 17.0 44.4

〃   傾向値 7.4 7.1 9.8 14.4 20.7 29.2 36.0 41.7

資金繰り -32.9 -32.4 -28.4 -31.5 -21.7 -21.3 -12.2 -20.6 -13.0 -20.3 -11.0 -18.4 -10.6 -17.1 -15.2 -10.6 -14.1

〃   修正値 -30.4 -35.3 -24.9 -29.1 -23.3 -18.9 -16.1 -20.8 -9.4 -23.9 -6.4 -14.2 -12.3 -14.3 -19.3 -11.0 -7.0 -18.2

売上額 -43.8 -12.5 -26.9 -11.6 -12.9 3.7 3.1 1.5

収益 -45.3 -20.0 -19.7 -13.0 -16.1 -7.2 -4.6 -13.8

残業時間 -25.0 -33.9 -28.8 -20.3 -18.8 -17.7 -17.4 -17.4 -12.9 -10.1 -8.4 -11.5 -12.3 -4.8 7.7 -12.3 4.7

人手 -25.0 -19.7 -27.5 -21.9 -37.7 -26.6 -49.3 -36.2 -41.9 -49.3 -43.9 -32.8 -41.5 -46.3 -49.2 -49.2 -56.3

借入難易度 -1.6 1.3 1.5 9.1 5.0 0.0 3.1 -1.6

借入をした（%） 34.4 12.5 31.6 20.7 28.4 8.1 22.1 10.8 35.0 7.7 22.5 20.7 16.9 17.9 13.8 8.3 12.5

借入をしない（%） 65.6 87.5 68.4 79.3 71.6 91.9 77.9 89.2 65.0 92.3 77.5 79.3 83.1 82.1 86.2 91.7 87.5

75 77 83 85 7969

業
況

売
上
額

収
益

価
格
動
向

在

庫

・

資

金

繰

り

前

年

同

期

比

雇
用

借
入
金

有効回答事業所数 74 81

調査期
R3

1～3月期
R3

4～6月期
R3

7～9月期
R3

10～12月期
R4

1～3月期項目
R4

4～6月期
R4

7～9月期
R4

10～12月期
対

前期比
R5

1～3月期
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サービス業      中小企業景況調査 転記表 ＮＯ．２             令和 4年 10 月～12 月期 

地域名：品川区        

中分類：業種合計                        注：各項目の右側は、前期調査における予想（計画）値です。 

 

-10.9 -9.8 -9.0 -15.6 -2.9 -7.8 -16.2 -1.5 -19.7 -16.2 -15.7 -13.3 -6.2 -18.3 -10.8 -7.7 -12.3

34.4 22.4 24.4 35.5 28.8 25.7 27.9 25.8 36.1 31.3 33.8 33.9 33.3 32.5 32.8 33.9 32.3

事業用地・建物 4.7 5.2 0.0 6.5 1.5 4.1 1.5 1.5 4.9 6.0 3.8 6.8 6.3 2.5 4.7 8.1 3.1

機械・設備の新・増設 7.8 3.4 3.8 3.2 4.5 6.8 4.4 1.5 9.8 10.4 6.3 13.6 15.9 6.3 12.5 12.9 9.2

機械・設備の更改 10.9 13.8 6.4 16.1 10.6 8.1 11.8 15.2 9.8 13.4 16.3 11.9 7.9 13.8 6.3 8.1 7.7

事務機器 9.4 5.2 10.3 8.1 12.1 10.8 10.3 7.6 21.3 9.0 15.0 15.3 14.3 12.5 12.5 16.1 10.8

車両 15.6 5.2 16.7 16.1 16.7 13.5 14.7 12.1 14.8 11.9 16.3 10.2 12.7 18.8 10.9 9.7 15.4

その他 1.6 1.7 1.3 3.2 0.0 1.4 1.5 0.0 1.6 1.5 2.5 3.4 1.6 1.3 1.6 1.6 3.1

65.6 77.6 75.6 64.5 71.2 74.3 72.1 74.2 63.9 68.7 66.3 66.1 66.7 67.5 67.2 66.1 67.7

58.7 60.3 58.2 51.5 63.8 45.7 53.1 45.3

34.9 30.8 32.8 42.6 37.9 43.2 32.8 48.4

12.7 15.4 29.9 22.1 17.2 19.8 23.4 17.2

3.2 2.6 3.0 4.4 3.4 1.2 3.1 0.0

7.9 9.0 4.5 2.9 6.9 3.7 9.4 4.7

22.2 14.1 10.4 16.2 19.0 18.5 17.2 14.1

0.0 2.6 3.0 0.0 1.7 0.0 0.0 3.1

7.9 7.7 13.4 11.8 22.4 22.2 17.2 28.1

3.2 3.8 4.5 2.9 3.4 3.7 1.6 1.6

25.4 20.5 25.4 29.4 22.4 19.8 28.1 26.6

9.5 5.1 7.5 2.9 1.7 11.1 9.4 6.3

7.9 12.8 11.9 19.1 10.3 7.4 7.8 7.8

17.5 12.8 10.4 14.7 15.5 12.3 10.9 10.9

0.0 1.3 3.0 2.9 0.0 0.0 0.0 1.6

0.0 0.0 0.0 1.5 0.0 0.0 1.6 1.6

4.8 0.0 3.0 0.0 0.0 1.2 1.6 3.1

4.8 5.1 4.5 5.9 0.0 4.9 3.1 3.1

1.6 1.3 1.5 2.9 0.0 1.2 1.6 0.0

1.6 2.6 4.5 2.9 3.4 4.9 3.1 6.3

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

1.6 0.0 0.0 2.9 1.7 0.0 0.0 1.6

6.3 9.0 6.0 4.4 10.3 2.5 6.3 4.7

3.2 2.6 3.0 2.9 5.2 7.4 6.3 3.1

44.4 37.2 45.6 39.7 34.4 41.0 47.7 39.7

41.3 44.9 33.8 36.8 41.0 48.2 49.2 47.6

9.5 9.0 17.6 16.2 8.2 13.3 13.8 17.5

15.9 19.2 22.1 23.5 21.3 13.3 15.4 9.5

6.3 3.8 4.4 5.9 3.3 8.4 3.1 1.6

6.3 6.4 7.4 8.8 11.5 9.6 4.6 6.3

20.6 17.9 20.6 20.6 19.7 15.7 13.8 22.2

4.8 3.8 2.9 4.4 8.2 8.4 4.6 7.9

39.7 35.9 44.1 41.2 39.3 44.6 44.6 54.0

3.2 3.8 0.0 2.9 3.3 0.0 0.0 1.6

14.3 19.2 13.2 14.7 14.8 20.5 16.9 15.9

9.5 11.5 2.9 13.2 11.5 13.3 15.4 11.1

3.2 1.3 2.9 4.4 3.3 2.4 0.0 3.2

1.6 1.3 2.9 2.9 1.6 1.2 0.0 0.0

3.2 5.1 5.9 1.5 6.6 2.4 4.6 4.8

85 7974 81 69 75 77 83有効回答事業所数

技術力を強化する

機械化を促進する

人材を確保する

パート化を図る

教育訓練を強化する

労働条件を改善する

不動産の有効活用を図る

その他

特になし

その他

問題なし

重

点

経

営

施

策

（
％

）

販路を広げる

経費を節減する

宣伝・広告を強化する

新しい事業を始める

店舗・設備を改装する

提携先を見つける

人件費以外の経費の増加

技術力の不足

取引先の減少

商圏人口の減少

地価の高騰

駐車場の確保難

店舗・設備の狭小・老朽化

代金回収の悪化

天候の不順

地場産業の衰退

大手企業・工場の縮小・撤退

人件費の増加

設

備

投

資

動

向

（
％

）

現在の設備

実施した

投

資

内

容

実施しない

経

営

上

の

問

題

点

（
％

）

売上の停滞・減少

人手不足

同業者間の競争の激化

大手企業との競争の激化

合理化の不足

利幅の縮小

取扱事務の陳腐化

材料価格の上昇

料金の値下げ要請

R4
4～6月期

R4
7～9月期

R4
10～12月期

対
前期比

R5
1～3月期

R3
10～12月期

R4
1～3月期項目

調査期 R3
1～3月期

R3
4～6月期

R3
7～9月期
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建設業        中小企業景況調査 転記表 ＮＯ．１             令和 4年 10 月～12 月期 

地域名：品川区        

中分類：業種合計                        注：各項目の右側は、前期調査における予想（計画）値です。 

良い 9.3 6.5 8.6 8.1 12.7 12.0 18.9 10.1 18.4 14.9 10.8 10.7 12.7 19.6 11.4 12.7 11.7

普通 36.0 39.0 29.0 39.2 24.1 22.8 33.8 35.4 32.9 40.5 29.4 34.7 34.2 31.4 36.7 45.6 40.3

悪い 54.7 54.5 62.4 52.7 63.3 65.2 47.3 54.4 48.7 44.6 59.8 54.7 53.2 49.0 51.9 41.8 48.1

Ｄ・Ｉ -45.3 -48.1 -53.8 -44.6 -50.6 -53.3 -28.4 -44.3 -30.3 -29.7 -49.0 -44.0 -40.5 -29.4 -40.5 -29.1 -36.4

修正値 -51.2 -52.0 -42.4 -37.3 -43.7 -46.4 -35.6 -47.5 -38.4 -37.0 -35.6 -38.3 -32.6 -17.9 -43.9 -32.2 -11.0 -40.1

傾向値 -57.9 -57.9 -53.3 -47.8 -42.6 -40.2 -38.3 -38.6

増加 17.1 16.9 11.8 14.9 17.7 18.5 28.4 17.7 18.2 20.3 9.8 14.7 19.0 23.5 15.2 19.0 9.0

変らず 35.5 32.5 25.8 27.0 21.5 27.2 25.7 30.4 36.4 31.1 28.4 36.0 30.4 29.4 39.2 30.4 46.2

減少 47.4 50.6 62.4 58.1 60.8 54.3 45.9 51.9 45.5 48.6 61.8 49.3 50.6 47.1 45.6 50.6 44.9

Ｄ・Ｉ -30.3 -33.8 -50.5 -43.2 -43.0 -35.9 -17.6 -34.2 -27.3 -28.4 -52.0 -34.7 -31.6 -23.5 -30.4 -31.6 -35.9

修正値 -37.9 -36.8 -31.5 -22.2 -39.4 -35.1 -29.8 -43.9 -36.4 -33.7 -32.5 -12.9 -26.2 -20.6 -38.6 -39.1 -12.0 -39.6

傾向値 -45.9 -43.4 -40.2 -37.4 -35.0 -34.8 -33.5 -33.7

増加 14.5 14.3 8.7 13.5 18.2 12.2 24.7 15.6 10.5 13.7 9.9 10.7 7.6 19.8 10.1 13.9 10.3

変らず 38.2 41.6 38.0 35.1 33.8 34.4 37.0 44.2 48.7 43.8 36.6 40.0 38.0 33.7 55.7 40.5 57.7

減少 47.4 44.2 53.3 51.4 48.1 53.3 38.4 40.3 40.8 42.5 53.5 49.3 54.4 46.5 34.2 45.6 32.1

Ｄ・Ｉ -32.9 -29.9 -44.6 -37.8 -29.9 -41.1 -13.7 -24.7 -30.3 -28.8 -43.6 -38.7 -46.8 -26.7 -24.1 -31.6 -21.8

修正値 -34.3 -32.1 -33.7 -23.0 -27.0 -40.7 -26.4 -32.9 -32.0 -31.8 -29.7 -25.6 -41.4 -24.5 -34.6 -38.2 7.0 -24.9

傾向値 -45.5 -43.1 -37.4 -32.4 -29.9 -29.5 -31.5 -34.9

増加 20.3 14.5 9.9 13.5 17.9 20.9 23.3 21.8 18.2 19.2 11.0 10.5 20.3 25.0 19.2 16.5 10.4

変らず 37.8 32.9 26.4 25.7 21.8 27.5 35.6 28.2 35.1 32.9 26.0 34.2 31.6 31.0 42.3 39.2 51.9

減少 41.9 52.6 63.7 60.8 60.3 51.6 41.1 50.0 46.8 47.9 63.0 55.3 48.1 44.0 38.5 44.3 37.7

Ｄ・Ｉ -21.6 -38.2 -53.8 -47.3 -42.3 -30.8 -17.8 -28.2 -28.6 -28.8 -52.0 -44.7 -27.8 -19.0 -19.2 -27.8 -27.3

修正値 -32.3 -41.2 -35.5 -29.6 -36.7 -30.8 -30.7 -37.5 -39.2 -32.7 -30.9 -26.5 -20.6 -19.0 -30.4 -35.5 -10.0 -29.8

傾向値 -44.6 -42.1 -38.4 -35.6 -34.8 -35.4 -33.4 -31.7

増加 18.4 10.4 6.5 12.0 16.7 17.4 23.0 15.4 23.4 16.2 12.7 13.2 15.2 20.6 12.7 11.4 10.3

変らず 32.9 36.4 31.2 29.3 26.9 28.3 33.8 34.6 27.3 33.8 26.5 25.0 36.7 33.3 32.9 43.0 37.2

減少 48.7 53.2 62.4 58.7 56.4 54.3 43.2 50.0 49.4 50.0 60.8 61.8 48.1 46.1 54.4 45.6 52.6

Ｄ・Ｉ -30.3 -42.9 -55.9 -46.7 -39.7 -37.0 -20.3 -34.6 -26.0 -33.8 -48.0 -48.7 -32.9 -25.5 -41.8 -34.2 -42.3

修正値 -36.1 -46.0 -40.9 -30.3 -35.5 -35.4 -34.2 -43.5 -34.5 -37.9 -29.9 -33.2 -25.9 -23.3 -48.7 -41.5 -23.0 -43.6

傾向値 -49.5 -47.3 -43.7 -39.2 -36.0 -34.5 -32.7 -34.5

請負価格 -27.6 -27.3 -23.7 -32.0 -28.2 -31.5 -28.4 -29.9 -23.4 -24.3 -34.7 -27.6 -22.8 -23.8 -12.8 -21.5 -22.1

〃   修正値 -31.6 -30.9 -17.1 -25.8 -23.4 -29.1 -32.7 -32.7 -28.2 -28.0 -29.0 -21.1 -18.2 -20.3 -17.2 -23.8 1.0 -25.5

〃   傾向値 -36.5 -33.6 -28.7 -27.0 -26.4 -27.3 -28.0 -25.4

材料価格 20.3 16.0 34.4 23.3 37.3 37.1 58.3 38.7 61.6 58.3 80.6 68.5 82.1 81.6 83.1 80.8 67.5

〃   修正値 18.5 16.3 34.2 21.5 33.6 37.0 54.6 35.6 57.6 53.8 75.3 62.8 75.7 76.9 77.8 76.3 2.0 65.0

〃   傾向値 20.7 20.4 24.7 32.3 42.8 53.7 65.1 73.8

原材料在庫数量 -2.7 5.4 5.6 -5.6 5.3 2.3 -7.0 1.3 -2.8 -7.0 -18.3 -5.6 -1.3 -18.3 1.3 -9.3 1.3

〃　　　　修正値 0.0 3.9 6.8 -4.8 3.4 4.4 -7.1 -0.1 1.1 -7.1 -15.9 -3.6 -4.3 -15.0 -0.6 -10.8 4.0 -1.1

資金繰り -21.1 -23.7 -30.1 -22.7 -27.8 -26.1 -29.7 -34.2 -30.3 -28.4 -27.0 -30.7 -25.0 -27.0 -32.9 -32.5 -25.3

〃   修正値 -20.9 -24.0 -26.2 -18.4 -29.4 -22.9 -28.5 -36.8 -30.0 -29.1 -23.9 -27.1 -26.9 -24.8 -31.2 -34.0 -4.0 -28.1

売上額 -40.9 -40.2 -38.0 -29.7 -22.4 -34.3 -35.0 -31.9

収益 -38.8 -49.5 -43.0 -37.8 -29.7 -39.0 -46.3 -35.7

残業時間 -20.6 -22.1 -26.9 -29.9 -25.3 -19.6 -13.5 -19.0 -14.7 -21.6 -28.7 -27.0 -21.3 -15.8 -9.7 -13.8 -12.5

人手 -30.9 -31.2 -25.8 -20.6 -25.3 -30.4 -36.5 -32.9 -35.5 -37.8 -29.4 -28.0 -32.5 -40.2 -56.9 -43.8 -48.6

借入難易度 -6.0 -3.4 -5.3 -8.2 -2.8 2.0 -3.8 -2.9

借入をした（%） 34.3 13.3 36.3 25.0 31.2 17.2 35.6 21.9 33.3 22.9 31.3 12.7 35.1 25.3 38.9 17.8 17.2

借入をしない（%） 65.7 86.7 63.7 75.0 68.8 82.8 64.4 78.1 66.7 77.1 68.7 87.3 64.9 74.7 61.1 82.2 82.8

8093 79 74 77 102 8076

業
況

売
上
額

受
注
残

施
工
高

収
益

価
格
動
向

在

庫
・
資

金
繰
り

前
年
同

期
比

雇
用

借
入
金

有効回答事業所数

調査期
R3

1～3月期
R3

4～6月期
R3

7～9月期
R3

10～12月期
R4

1～3月期項目
R4

4～6月期
R4

7～9月期
R4

10～12月期
対

前期比
R5

1～3月期
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建設業        中小企業景況調査 転記表 ＮＯ．２             令和 4年 10 月～12 月期 

地域名：品川区        

中分類：業種合計                        注：各項目の右側は、前期調査における予想（計画）値です。 

-10.4 -6.8 -13.6 -7.5 -11.8 -16.1 -11.3 -13.2 -10.8 -14.1 -17.3 -8.0 -5.4 -12.4 -10.1 -8.2 -8.7

36.4 36.1 23.5 24.2 26.4 18.4 31.4 26.8 25.0 28.4 39.0 25.4 35.9 29.8 33.8 20.0 26.1

事業用地・建物 3.0 2.8 3.5 1.5 1.4 3.4 4.3 4.2 5.6 3.0 4.0 4.2 1.3 3.2 4.2 0.0 1.4

機械・設備の新・増設 9.1 6.9 4.7 6.1 4.2 4.6 5.7 1.4 5.6 4.5 9.0 4.2 11.5 6.4 9.9 4.0 4.3

機械・設備の更改 6.1 9.7 2.4 4.5 2.8 4.6 5.7 7.0 2.8 6.0 7.0 2.8 10.3 6.4 8.5 6.7 10.1

事務機器 24.2 23.6 11.8 12.1 13.9 10.3 15.7 11.3 12.5 14.9 13.0 12.7 15.4 11.7 12.7 10.7 8.7

車両 15.2 18.1 11.8 15.2 16.7 4.6 11.4 14.1 11.1 11.9 23.0 9.9 19.2 18.1 12.7 9.3 11.6

その他 3.0 1.4 1.2 0.0 1.4 1.1 1.4 1.4 0.0 0.0 0.0 1.4 1.3 0.0 2.8 1.3 2.9

63.6 63.9 76.5 75.8 73.6 81.6 68.6 73.2 75.0 71.6 61.0 74.6 64.1 70.2 66.2 80.0 73.9

44.8 53.8 47.4 45.9 45.3 53.6 53.2 46.4

35.8 31.9 43.4 35.1 38.7 34.0 35.4 44.9

3.0 1.1 2.6 1.4 1.3 0.0 3.8 0.0

16.4 15.4 11.8 14.9 18.7 13.4 12.7 10.1

1.5 1.1 1.3 1.4 5.3 4.1 1.3 2.9

6.0 6.6 2.6 4.1 0.0 1.0 0.0 4.3

29.9 38.5 25.0 24.3 33.3 35.1 30.4 27.5

10.4 17.6 23.7 47.3 54.7 56.7 63.3 53.6

25.4 12.1 13.2 25.7 16.0 16.5 11.4 23.2

6.0 6.6 2.6 5.4 2.7 2.1 3.8 2.9

17.9 11.0 14.5 12.2 6.7 4.1 8.9 20.3

9.0 5.5 6.6 9.5 9.3 8.2 10.1 8.7

13.4 6.6 9.2 16.2 4.0 8.2 12.7 5.8

0.0 2.2 0.0 0.0 1.3 0.0 2.5 0.0

0.0 7.7 7.9 1.4 1.3 4.1 3.8 1.4

0.0 2.2 2.6 1.4 1.3 2.1 1.3 2.9

1.5 0.0 0.0 0.0 2.7 2.1 1.3 0.0

6.0 1.1 6.6 4.1 1.3 2.1 3.8 0.0

4.5 5.5 5.3 1.4 2.7 1.0 1.3 2.9

40.3 38.5 26.0 33.8 35.5 27.3 27.8 38.9

29.9 38.5 33.8 40.5 38.2 41.4 40.5 50.0

19.4 25.3 24.7 20.3 25.0 20.2 25.3 13.9

6.0 2.2 5.2 6.8 3.9 4.0 7.6 5.6

6.0 7.7 3.9 5.4 6.6 7.1 3.8 6.9

38.8 30.8 23.4 39.2 25.0 31.3 29.1 18.1

46.3 39.6 45.5 47.3 50.0 46.5 40.5 47.2

0.0 1.1 1.3 0.0 0.0 2.0 0.0 1.4

16.4 9.9 10.4 9.5 14.5 12.1 15.2 13.9

13.4 8.8 9.1 16.2 7.9 9.1 5.1 9.7

4.5 3.3 3.9 1.4 1.3 2.0 2.5 5.6

1.5 0.0 0.0 0.0 2.6 0.0 0.0 0.0

6.0 9.9 9.1 8.1 7.9 10.1 7.6 8.3

80 8076 93 79 74 77 102有効回答事業所数

人材を確保する

パート化を図る

教育訓練を強化する

労働条件を改善する

不動産の有効活用を図る

その他

特になし

その他

問題なし

重

点

経

営

施

策

（
％

）

販路を広げる

経費を節減する

情報力を強化する

新しい工法を導入する

新しい事業を始める

技術力を高める

人件費の増加

人件費以外の経費の増加

技術力の不足

代金回収の悪化

天候の不順

地場産業の衰退

大手企業・工場の縮小・撤退

駐車場・資材置場の確保難

設

備

投

資

動

向

（
％

）

現在の設備

実施した

投

資

内

容

実施しない

経

営

上

の

問

題

点

（
％

）

売上の停滞・減少

人手不足

大手企業との競争の激化

同業者間の競争の激化

親企業による選別の強化

合理化の不足

利幅の縮小

材料価格の上昇

下請の確保難

R4
4～6月期

R4
7～9月期

R4
10～12月期

対
前期比

R5
1～3月期

R3
10～12月期

R4
1～3月期項目

調査期 R3
1～3月期

R3
4～6月期

R3
7～9月期
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情報通信業        中小企業景況調査 転記表 ＮＯ．１             令和 4年 10 月～12 月期 

地域名：品川区        

中分類：業種合計                        注：各項目の右側は、前期調査における予想（計画）値です。 

良い 30.0 23.7 24.3 18.0 20.3 24.6

普通 48.6 49.2 54.3 62.3 54.2 57.4

悪い 21.4 27.1 21.4 19.7 25.4 18.0

Ｄ・Ｉ 8.6 -3.4 2.9 -1.6 -5.1 6.6

修正値 8.6 -3.4 2.9 -1.6 -5.1 2.0 6.6

傾向値

増加 30.4 30.5 36.8 24.6 25.4 31.1

変らず 40.6 42.4 36.8 54.1 49.2 55.7

減少 29.0 27.1 26.5 21.3 25.4 13.1

Ｄ・Ｉ 1.4 3.4 10.3 3.3 0.0 18.0

修正値 1.4 3.4 10.3 3.3 0.0 0.0 18.0

傾向値

増加 31.4 25.4 32.4 18.0 23.7 18.0

変らず 40.0 40.7 39.7 59.0 44.1 65.6

減少 28.6 33.9 27.9 23.0 32.2 16.4

Ｄ・Ｉ 2.9 -8.5 4.4 -4.9 -8.5 1.6

修正値 2.9 -8.5 4.4 -4.9 -8.5 4.0 1.6

傾向値

システム提供価格 7.4 0.0 0.0 15.5 7.0 13.8

〃　 修正値 7.4 0.0 0.0 15.5 7.0 16.0 13.8

〃   傾向値

人件費 32.9 27.1 23.5 23.0 30.5 27.9

〃   修正値 32.9 27.1 23.5 23.0 30.5 -4.0 27.9

〃   傾向値

資金繰り -5.7 -3.4 -8.8 -4.9 -6.8 -8.2

〃   修正値 -5.7 -3.4 -8.8 -4.9 -6.8 -2.0 -8.2

売上額 16.7 3.1 5.9

収益 12.5 -15.6 -20.6

残業時間 -2.1 -6.5 0.0 0.0 3.2 5.7

人手 -40.4 -34.4 -44.7 -57.1 -37.5 -62.9

借入難易度 -13.0 0.0 -11.8

借入をした（%） 33.3 28.1 16.7 14.3 16.1 12.1

借入をしない（%） 66.7 71.9 83.3 85.7 83.9 87.9

調査期
R3

1～3月期
R3

4～6月期
R3

7～9月期
R3

10～12月期
R4

1～3月期項目
R4

4～6月期
R4

7～9月期
R4

10～12月期
対

前期比
R5

1～3月期

業
況

売
上
額

収
益

価
格
動
向

在
庫

・
資
金

繰
り

前
年

同
期
比

雇
用

借
入
金

有効回答事業所数 71 59 61
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情報通信業        中小企業景況調査 転記表 ＮＯ．２             令和 4年 10 月～12 月期 

地域名：品川区        

中分類：業種合計                        注：各項目の右側は、前期調査における予想（計画）値です。 

  

-14.9 -9.4 -17.0 -17.1 -9.4 -20.0

42.2 43.8 43.5 32.4 46.7 31.4

事業用地・建物 8.9 0.0 13.0 0.0 0.0 0.0

機械・設備の新・増設 8.9 9.4 17.4 11.8 10.0 14.3

機械・設備の更改 13.3 18.8 13.0 11.8 23.3 17.1

事務機器 26.7 18.8 26.1 17.6 20.0 8.6

車両 4.4 0.0 2.2 2.9 0.0 0.0

その他 4.4 6.3 2.2 0.0 6.7 0.0

57.8 56.3 56.5 67.6 53.3 68.6

33.3 35.5 32.3

40.0 48.4 58.1

20.0 16.1 16.1

2.2 0.0 3.2

17.8 19.4 6.5

15.6 3.2 3.2

0.0 3.2 0.0

0.0 0.0 0.0

24.4 41.9 19.4

0.0 0.0 0.0

26.7 38.7 12.9

8.9 9.7 6.5

20.0 9.7 16.1

0.0 0.0 0.0

2.2 0.0 0.0

2.2 0.0 3.2

4.4 0.0 9.7

6.7 0.0 3.2

8.9 6.5 6.5

0.0 0.0 6.5

4.4 3.2 6.5

50.0 58.6 50.0

15.2 20.7 9.4

15.2 20.7 6.3

23.9 27.6 15.6

4.3 3.4 3.1

15.2 10.3 12.5

50.0 44.8 25.0

54.3 51.7 62.5

0.0 0.0 0.0

21.7 24.1 28.1

6.5 3.4 12.5

0.0 0.0 0.0

0.0 3.4 0.0

2.2 0.0 6.3

R3
10～12月期

R4
1～3月期項目

調査期 R3
1～3月期

R3
4～6月期

R3
7～9月期

R4
4～6月期

R4
7～9月期

R4
10～12月期

対
前期比

R5
1～3月期

通信価格の上昇

設
備
投

資
動
向

（
％

）

現在の設備

実施した

投
資
内

容

実施しない

経
営

上
の
問

題
点

（
％

）

売上の停滞・減少

人手不足

同業者間の競争の激化

大手企業との競争の激化

利幅の縮小

取扱サービスの陳腐化

合理化の不足

料金の値下げ要請

人件費の増加

技術力の不足

取引先の減少

人件費以外の経費の増加

地価の高騰

駐車場の確保難

代金回収の悪化

設備の狭小・老朽化

大手企業の縮小・撤退

為替レートの変動

その他

問題なし

重
点
経

営
施
策

（
％

）

販路を広げる

経費を節減する

宣伝・広告を強化する

新しい事業を始める

設備を改装する

提携先を見つける

有効回答事業所数

技術力を強化する

人材を確保する

パート化を図る

教育訓練を強化する

労働条件を改善する

不動産の有効活用を図る

その他

特になし

59 6171



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    調査の概要      

 

１．調 査 時 期  令和 4年 10～12 月期 

 

２．調 査 方 法  郵送アンケート調査 

 

３．調査の対象と回収状況 

 

 

 調査対象事業所数 有効回答事業所数 

製 造 業 102 81 

卸 売 業 102 75 

小 売 業 102 77 

サ ー ビ ス 業 102 79 

建 設 業 102 80 

情 報 通 信 業 102 61 

合 計 612 453 

 

  


